
は
じ
め
に

平
安
貴
族
社
会
で
は
一
〇
世
紀
後
期
か
ら
一
一
世
紀
初
期
に
か
け
て
多
元
的
で
広

範
囲
な
相
互
依
存
関
係
が
本
格
的
に
展
開
し
、
院
政
期
に
な
る
と
制
度
的
に
定
着
し

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
行
列
を
素
材
と
し
て
摂
関
期
か
ら

院
政
期
に
か
け
て
の
貴
族
社
会
の
特
質
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

(

�)

。
そ
の
結
果
、
一

〇
世
紀
後
半
以
降
の
平
安
貴
族
社
会
の
行
列
は
、
貴
族
社
会
内
部
で
日
常
的
に
構
成

さ
れ
る
社
会
的
関
係
に
よ
り
直
接
的
・
間
接
的
、
人
的
・
物
的
に
構
成
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
道
長
政
権
下
に
よ
り
強
化
さ
れ
、
院
政
期
に
は
上
皇

を
頂
点
と
し
た
政
治
秩
序
の
も
と
再
編
さ
れ
固
定
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

た
だ
し
行
列
を
準
備
段
階
か
ら
見
て
み
る
と
、
さ
ら
に
広
範
囲
に
わ
た
る
多
元
的

で
複
雑
な
関
係
に
あ
る
無
数
の
人
々
が
、
多
少
な
り
と
も
行
列
と
接
点
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
本
稿
で
は
行
列
を
め
ぐ
り
、
い
か
に
多
元
的
・
重
層
的
な
社
会

的
関
係
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
機
能
し
て
い
た
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
賀
茂
祭
・

春
日
祭
お
よ
び
賀
茂
・
石
清
水
臨
時
祭
等
の
祭
列
を
と
り
あ
げ
た
い
。
こ
れ
ら
の
祭

列
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
年
同
時
期
に
、
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
儀
式
次
第
に
則
り
、
同
規
模
で
同

じ
目
的
地
に
発
遣
さ
れ
る
た
め
、
比
較
検
討
し
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。

な
お
今
回
史
料
と
し
て
、
古
記
録
・
古
文
書
・
儀
式
書
や
古
典
文
学
の
ほ
か
、

『

高
山
寺
本
古
往
来

(

�)』

及
び

『

明
衡
往
来

(

�)』

と
い
っ
た
古
往
来
を
利
用
す
る
。『

高
山

寺
本
古
往
来』

は
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
の
事
実
を
反
映
し
て
い
る
と
い

わ
れ

(

５)

、『

明
衡
往
来』

(

雲
州
消
息
と
も)

は
藤
原
明
衡

(

九
八
九
〜
一
〇
六
六)

編

纂
と
さ
れ
る
。
と
も
に
実
際
に
往
復
し
た
書
状
を
収
集
し
た
も
の
で
、
貴
族
間
の
相

互
依
存
関
係
や
友
誼
関
係
に
基
づ
く
動
向
を
具
体
的
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ま
ず
第
一
章
で
祭
列
従
事
者
の
用
い
る
摺
袴
・
扇
・
車
と
い
っ
た
物
品

の
、
分
配
・
調
進
・
作
製
に
か
か
わ
る
社
会
的
関
係
つ
い
て
検
討
す
る
。
つ
づ
く
第

二
章
で
は
祭
列
に
関
す
る
古
往
来
を
手
が
か
り
に
、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
私
的

な
交
流
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
や
意
義
を
考
察
し
た
い
。
な
お
本
稿
の
目
的
は
社
会

的
関
係
の
解
明
で
あ
る
た
め
、
祭
祀
の
目
的
、
儀
式
次
第
、
国
家
財
政
と
の
関
わ
り

な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
い
限
り
触
れ
な
い
。

一

分
配
と
調
達

(

一)

摺
袴
に
つ
い
て

賀
茂
臨
時
祭
お
よ
び
石
清
水
臨
時
祭
は
天
皇
親
祭
で
あ
っ
た
た
め
、
祭
の
三
〇
日

前
、
御
前
に
お
い
て
舞
人
・
陪
従
と
と
も
に
装
束
調
進
者
も
定
め
ら
れ
た

(『

政
事

要
略』
巻
二
八
・
年
中
行
事
十
一
月
下
・
賀
茂
臨
時
祭
所
引

『

蔵
人
式』)

。
装
束
調

進
に
充
て
ら
れ
る
の
は
、｢

蔵
人
頭
於
二
御
前
一
定
二
使
以
下
装
束
人
々
事
一
、
女
御
・
更

衣
・
尚
侍
・

｣
(『

西
宮
記』

巻
六
・
賀
茂
臨
時
祭)

の
よ
う
に
女
御
以
下
の
女

官
お
よ
び
公
卿
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

『

年
中
行
事
秘
抄』

二
月
の
寛
徳
三
年

(

永

( ) 平安貴族社会の祭列をめぐる社会的関係について (野田)1

典
侍
輪
転
当
レ

之
、
摺

袴
王
卿
以
下
逓
当
レ
之
、

野

田

有

紀

子

平
安
貴
族
社
会
の
祭
列
を
め
ぐ
る
社
会
的
関
係
に
つ
い
て
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承
元
年
、
一
〇
四
六)

二
月
一
九
日
付
石
清
水
臨
時
祭
定
文
書
様
に
よ
る
と
、
舞
人
・

陪
従
の
青
摺
袍
・
下
襲
・
表
袴
は
典
侍
と
掌
侍
を
、
摺
袴
は
内
大
臣
以
下
の
公
卿
を
、

合
袴
は
四
位
以
下
を
充
て
て
い
る

(

�)

。
装
束
の
材
料
は
蔵
人
所
か
ら
届
け
ら
れ
、
完
成

す
る
と
蔵
人
所
に
奉
ぜ
ら
れ
た
。
装
束
の
下
賜
や
出
立
儀
も
内
裏
御
前
で
行
わ
れ
た

(

�)

。

こ
れ
に
対
し
て
賀
茂
祭
と
春
日
祭
は
、
出
立
儀
や
還
饗
が
祭
使
父
な
ど
有
力
親
族

の
私
邸
で
な
さ
れ
る
。
舞
人
・
陪
従
装
束
の
手
配
も
祭
使
側
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
依

頼
さ
れ
た
側
も
完
成
し
た
装
束
を
そ
の
邸
に
送
っ
た

(

�)

。

こ
の
う
ち
舞
人
の
摺
袴
に
関
し
て
は
公
卿
・
殿
上
人

(

�)

な
ど
に
調
進
が
分
配
さ
れ
た
。

藤
原
実
資
が
摺
袴
を
遣
わ
し
た
の
は
、
賀
茂
祭
で
は
寛
和
元
年

(

九
八
五)

四
月
二

三
日

(

当
時
、
蔵
人
頭)

、
正
暦
四
年

(
九
九
三)

四
月
一
五
日

(

参
議)

、
寛
弘
二

年

(

一
〇
〇
五)

四
月
二
〇
日

(

権
大
納
言)
等
、
春
日
祭
で
は
永
祚
元
年

(

九
八

九)

一
一
月
六
日

(

蔵
人
頭)

、
万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

一
一
月
一
一
日

(

右
大

臣)

等
で
あ
り
、
殿
上
人
か
ら
大
臣
時
代
に
ま
で
渡
っ
て
い
る
。

な
お
時
代
は
下
る
が

『

十
二
月
往
来』

(

鎌
倉
初
期
成
立)
四
月
状
で
は
、
賀
茂

祭
使

｢

左
中
将｣

が
舞
人
摺
袴
調
進
を

｢

新
源
少
将｣

に
依
頼
し
て
い
る
。
平
安
時

代
に
も
こ
の
よ
う
な
消
息
で
依
頼
さ
れ
る
例
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

今
年
賀
茂
祭
使
可
二
懃
仕
一
候
也
。
舞
人
摺
袴
、
任
レ
例
調
給
候
哉
。
傍
将
雖
レ

多
、
有
二
此
旨
一
、
令
レ
申
候
也
。
子
細
期
二
見
参
之
次
一
耳
。
不
具
謹
言

四
月
五
日

左
中
将

謹
上

新
源
少
将
殿

右
は
祭
使
本
人
か
ら
依
頼
さ
れ
る
内
容
だ
が
、
祭
使
は
若
年
者
が
多
か
っ
た
た
め
、

そ
の
父
が
装
束
調
進
を
依
頼
し
、
完
成
し
た
装
束
も
祭
使
父
宛
に
送
ら
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た

(

�)

。
ま
た
祭
使
本
人
が
依
頼
す
る
形
を
取
っ
て
は
い
て
も
、
父
の
指
示
を
受

け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
長
和
三
年
二
月
の
春
日
祭
で
は
近
衛
使
資
平
の
代
わ
り
に

養
父
実
資
が
奔
走
し
、｢

摺
袴
十
二
腰
事
、
以
二
資
平
一
令
レ
示
二
殿
上
人
一｣

と
殿

上
人
へ
の
摺
袴
分
配
を
資
平
に
指
示
し
た

(『

小
右
記』

一
月
二
九
日
条)

。

こ
う
し
た
場
合
、
返
却
も
父
親
が
担
う
例
が
あ
る
。
藤
原
宗
忠
は
息
男
宗
能
が
初

め
て
春
日
祭
と
な
っ
た
嘉
承
元
年

(

一
一
〇
六)

一
一
月
、｢

参
二
殿
下
一
、
返
二
上

祭
使
間
借
給
物
具
一
、
恐
悦
之
由
言
上
了｣

(

一
〇
日
条)

の
ご
と
く
関
白
忠
実
に

物
具
を
返
却
し
礼
を
述
べ
た
。
な
お
こ
の
時
宗
忠
は
摺
袴
を
送
っ
て
き
た
一
二
名
と
、

了
承
し
な
が
ら
触
穢
等
の
理
由
で
送
っ
て
こ
な
か
っ
た
六
名
の
名
を
、｢

共
人｣

｢

恪

勤
者｣

｢

諸
国
諸
課｣

と
と
も
に
書
き
留
め
て
い
る

(『

中
右
記』

嘉
承
元
年
一
一
月

九
日
条)

。
宗
能
が
永
久
二
年

(

一
一
一
四)

一
〇
月
に
春
日
祭
使
を
務
め
た
際
も
、

宗
忠
は

｢

送
二
摺
袴
一
人
々｣

を
列
記
し
た

(

�)
(

三
〇
日
・
一
一
月
二
日
条)

。
父
親
に

よ
り
貴
族
社
会
内
の
相
互
依
存
関
係
の
再
確
認
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
に
賀
茂
・
石
清
水
臨
時
祭
お
よ
び
賀
茂
祭
・
春
日
祭
で
は
摺
袴
な
ど
の

衣
装
を
摂
関
・
公
卿
・
殿
上
人
な
ど
に
申
請
も
し
く
は
分
配
し
た
。
で
は
依
頼
さ
れ

た
側
は
装
束
を
ど
の
よ
う
に
作
製
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
貴
族
邸
で
は
装
束
作

製
作
業
の
う
ち
、
裁
縫
と
染
色
は
女
性
の
手
に
よ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。『

明
衡
往

来』

第
二
〇
状
返
状
で
は
右
大
臣
か
ら
五
節
童
女
装
束
調
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
丹
波
守

が
、
裲
襠

(

こ
こ
で
は
童
女
の
汗
衫)

の
規
格
を
知
ら
な
い
女
工

(

�)

の
た
め
に
見
本
を

送
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
お
り
、
こ
の
女
工
が
裲
襠
の
裁
縫
を
手
が
け
た
と
思
わ

れ
る
。

請
二
舞
姫
童
女
装
束
一
事

右
随
二
仰
旨
一
可
二
勤
仕
一
之
由
、
可
レ
被
二
洩
申
一
也
。
裲
襠
、
新
可
レ
調
歟
。

女
工
不
レ
知
二
案
内
一
。
可
レ
給
二
本
様
一
也
。
言
上
如
レ
件

廼
剋

丹
波
守

時
代
は
下
る
が
建
永
元
年

(

一
二
〇
六)

、
賀
茂
祭
近
衛
使
藤
原
公
俊
か
ら
舞
人

半
臂
と
下
襲
を
申
請
さ
れ
た
関
白
家
実
は

｢

家
納
殿｣

に
裁
縫
さ
せ
た
が
、
こ
こ
に

縫
製
に
携
わ
る
女
性
が
所
属
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

(『

猪
隈
関
白
記』

四
月
二
一
日

条)

。

『

落
窪
物
語』

(

一
条
朝
初
成
立)

に
は
賀
茂
臨
時
祭
舞
人
と
な
っ
た
蔵
人
少
将
の
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装
束
を
妻
の
実
家
が
用
意
す
る
に
あ
た
り
、
落
窪
に
縫
わ
せ
る
く
だ
り
が
あ
る

(

	)

。

ほ
ど
は
十
一
月
二
十
三
日
の
ほ
ど
な
り
。
三
の
君
の
夫
の
蔵
人
の
少
将
、
に
は

か
に
臨
時
の
祭
の
舞
人
に
さ
さ
れ
た
ま
ひ
け
れ
ば
、
北
の
方
、
手
惑
ひ
し
た
ま

ふ
。
あ
こ
ぎ
、｢

論

な

う

(

言
う
ま
で
も
な
く)

御
縫
物
も
て
来
な
む
も
の
ぞ｣

と
胸
つ
ぶ
る
る

も
し
る
く
、
表
の
袴
裁
ち
て
、｢『

こ
れ
、
た
だ
今
縫
は
せ
た
ま
へ
。
御
縫

(

こ
の
他

物

出

で

来

な

む

に
も
お
縫
物
が
き
っ
と
出
て
来
る
で
し
ょ
う)』

と
聞
こ
え
た
ま
ふ

(

と
北
の
方
が
仰
せ
ら
れ
ま
す)｣

と

言

ふ

(

と
使
い
が
来
て
言
っ
た)

。(

中
略)

下
襲
裁
ち
て
、
持

て

い

ま

(

北
の
方
自
身
で
持
っ
て
い

し

た

れ

ば

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で)

、
お
ど
ろ
き
て
、
几
帳
の
外

に
出
で
ぬ
。
見
れ
ば
、
表
の
袴
も
縫
は
で
置
き
た
り
。(

中
略)

袍
裁
ち
お
こ
せ
た
り

(

北
の
方
が
袍
を
裁
っ
て
よ
こ
し
た)

。

(『

落
窪
物
語』

巻
一)

こ
こ
で
落
窪
が
縫
わ
さ
れ
た
の
は

｢

表
袴｣

｢
下
襲｣

｢

袍｣

で
、
巻
二
に

｢

少
将

の
笛
の
袋｣

も
見
え
る
。
こ
の
う
ち
表
袴
と
下
襲
は

『
西
宮
記』

時
点
で
朝
廷
か
ら

女
官
や
公
卿
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
て
、
舞
人
側
で
用
意
す
る
こ
と
は
な
い
。『

落

窪
物
語』

の
記
述
は
物
語
と
し
て
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
伴
う
に
せ
よ
、
装
束
の
縫
製

に
は
家
中
の
縫
い
物
が
得
意
な
女
性
が
従
事
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
だ
ろ
う

(


)

。
た
だ

し
表
袴
な
ど
の
生
地
を
裁
っ
た
の
は
北
の
方
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
祭
使
の
妻
の
母
で

あ
る
北
の
方
が
装
束
作
製
責
任
者
で
あ
り
、
生
地
裁
断
も
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
平
安
時
代
に
は
夫
の
装
束
の
裁
縫
や
染
色
が
妻
の
役
割
の
一
つ
で
あ
っ

た

(

�)

。
赤
染
衛
門
は
夫
大
江
匡
衡
の
装
束
を
縫
う
歌
を
詠
み

(『

赤
染
衛
門
集』)

、
藤

原
道
綱
母
も
夫
兼
家
か
ら
頼
ま
れ
て
装
束
を
縫
い
染
め
る

(『

蜻
蛉
日
記』)

。『

新
猿

楽
記』

(

一
一
世
紀
末
成
立)

に
よ
れ
ば
、
二
番
目
の
妻
は

｢

裁
縫
・
染
張
・
経
織

(

機
織)

・

續
紡

(

紡
績)

之
道｣

の
名
手
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
妻
た
ち
は
夫
の
装
束
だ
け
で
な
く
、

夫
に
分
配
さ
れ
た
装
束
も
縫
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
長
和
五
年
二
月
八
日
の
春
日
祭
の

当
日
、
参
議
藤
原
通
任
が

｢

妻
女｣

と
と
も
に
出
立
所
に
駆
け
つ
け
て
い
る
。

一
昨
祭

使

(

左
少
将
藤
原
兼
経)

従
二
大
納
言
道

綱

(

兼
経
父)

家
一
、
一
条
頼

光
家
、
出
立
。(

中
略)

摺
袴
二
腰

不
レ
足
、
仍
給
二
料
絹
一
、
出
立
。
其
後
修
理
大
夫
通
任
并
妻
女
御

(

藤
原
尊
子)

袴
持
来
、

然
而
不
レ
会
二
其
事
一
云
々
。
下
官
所
レ
送
之
袴
又
是
出
立
後
云
々
。

(『

小
右
記』

一
〇
日
条)

摺
袴
を
分
配
さ
れ
た
の
は
通
任
の
は
ず
だ
が
、
そ
の
妻

(

一
条
天
皇
女
御
で
あ
っ

た
藤
原
尊
子)

ま
で
一
緒
に
出
立
所
に
や
っ
て
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
妻
が
摺

袴
縫
製
に
関
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仕
上
げ
が
間
に
合
わ
ず
、
車
内

で
縫
い
合
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
摺
袴
に
は
木
型
を
用
い
て
摺
り
模
様
を
染
め
る
が
、『

拾
遺
和
歌
集』

巻
一

七
・
雑
秋
に
よ
れ
ば
、
東
宮
女
蔵
人
左
近

(

三
条
天
皇
東
宮
時
代
の
女
蔵
人
。
小
大

君)

が
祭
使
か
ら
袴
の
摺
染
め
を
依
頼
さ
れ
た
と
い
う
。

祭
の
使
に
ま
か
り
出
で
け
る
人
の
も
と
よ
り
、
す
り
袴
す
り
に
遣
は
し
け

る
を
、
遅
し
と
せ
め
け
れ
ば
、

東
宮
女
蔵
人
左
近

限
り
な
く
と
く
と
は
す
れ
ど
葦
引
の
山
井
の

(

で

き

る

限

り

急

い

で

仕

上

げ

よ

う

と

し

て

い

る

の

だ

が

、

山

井

の

水

は

猶

ぞ

こ

ほ

れ

る

水
は
い
よ
い
よ
凍
っ
て
し
ま
っ
て
、
山
藍
を
摺
り
染
め
す
る
こ
と
は
で
き
な
い)

こ
の

｢

祭｣

は
季
節
的
に
石
清
水
臨
時
祭
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
祭
使
が
摺
袴

を
作
製
す
る
こ
と
は
な
い
。
分
配
さ
れ
た
公
卿
か
ら
の
依
頼
か
。
ま
た
臨
時
祭
舞
人

は

｢

舞
人
、
竹
文
青
摺
袍
・
蒲
萄
染
下
襲
・
地
摺
袴｣

(『

政
事
要
略』

巻
二
八
・
年

中
行
事
十
一
月
下
・
賀
茂
臨
時
祭
所
引

『

蔵
人
式』)

と
見
え
る
よ
う
に
、
青
摺

(

山
藍
で
染
め
る)

で
な
く
、
地
摺

(

金
銀
泥
や
色
で
染
め
る)

の
袴
を
着
用
す
る

(

�)

。

な
お

『

小
大
君
集』

で
は
同
歌
の
詞
書
は

｢

源
宰
相
右
兵
衛
督

(

源

俊

賢

か

)

、
俄
に
小
忌
に
め
さ

れ
て
、
そ
の
青
ず
り
を
朝
の
ま
に
せ
め
ら
れ
て｣

と
大
嘗
祭
や
新
嘗
祭
の
小
忌
衣
の

青
摺
染
め
を
依
頼
さ
れ
た
と
あ
り
、

ま
た
返
歌
に

｢

袖
の
ほ
ど
ぞ

(

袖
の
あ
た
り
ま
で
う
ま
く

し

ら

る

る

染
ま
る
か
ど
う
か
思
い
や
ら
れ
る)｣

と
あ
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
ち
ら
が
正
し
い
か
。
い
ず
れ

せ
よ
一
〇
世
紀
後
半
、
装
束
の
摺
染
め
を
女
性
に
依
頼
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
。

た
だ
し
摺
袴
に
は
摺
り
模
様
を
染
め
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
摺
文
を
描
く
場
合

や
、
刺
繍
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
装
飾
加
工
が
施
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
寛
弘
元
年

(

一
〇
〇
四)

二
月
五
日
春
日
祭
で
中
宮
彰
子
が
送
っ
た
摺
袴
に
は

｢

唐
綾
青
摺
文

( ) 平安貴族社会の祭列をめぐる社会的関係について (野田)3



縫｣
の
よ
う
に
刺
繍
が
あ
り

(『

御
堂
関
白
記』)

、
治
安
元
年

(

一
〇
二
一)

一
〇

月
二
九
日
春
日
祭
で
実
資
が
送
っ
た
摺
袴
に
も

｢

腰
繍｣

と
見
え
る
。
ま
た
寛
弘
二

年
三
月
八
日
の
中
宮
彰
子
大
原
野
行
啓
で
は

｢

舞
人
地
摺
袴
、
所
々
袴
尽
レ
善
尽
レ

美
、
以
二

金
銀
・
螺
鈿
・
金
繍
等
一

交
飾
、
或
有
二

五
重
綾
重
袴
等
一

、
華
美
不
レ

可
二
敢
云
一｣

(

以
上

『
小
右
記』)

の
よ
う
に
金
銀
・
螺
鈿
・
金
繍
で
飾
ら
れ
、
仁

平
元
年

(

一
一
五
一)
一
一
月
春
日
祭
で
美
福
門
院
が
送
っ
た
摺
袴
の
腰
に
も
螺
鈿

が
施
さ
れ
て
い
た

(『

台
記
別
記』

一
五
日
条)

。
時
代
は
下
る
が
建
仁
二
年

(

一
二

〇
二)

三
月
後
鳥
羽
上
皇
石
清
水
御
幸
に
際
し
、
右
大
臣
近
衛
家
実
が
奉
じ
た
摺
袴

は

｢

白
唐
綾
地
、
以
二
貴
丹
一
画
二
摺
袴
文
一
、
押
レ
薄
、
付
二
綾
張
裏
一
、
所
々
居
二

平
手
貝
一
、
股
立
津
加
利
用
レ
玉
、
腰
赤
地
錦
、
裏
中
倍
三
重
付
二
紅
匂
一
、
単
用
二

萌
木
唐
綾
一
、
并
五
重
也
、
腰
弘
三
寸
、
長
一
丈
、
玉
表
差
、
有
志
部
金

物
露
等
、
付
二

銀
梅
花
一

、
単
唐
綾
以
レ

泥
画
二

同
梅
花
一

久
々
利
、
白組
、
濃
色
三
倍
重

袴｣
(『

猪
隈
関
白
記』

二
五
日
条)

の
ご
と
く
豪
華
な
布
地
に
摺
文
を
貴
丹
で
描
き
、

箔
や
貝
や
玉
で
飾
り
、
銀
や
泥
絵
の
梅
花
を
施
す
と
い
う
凝
り
様
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
特
殊
加
工
に
つ
い
て
は
技
術
を
持
つ
専
門
職
人
に
任
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
。
寛
仁
元
年
九
月
二
日
、
実
資
は
大
殿
道
長
石
清
水
詣
の
舞
人
摺
袴
調
進
を
依
頼

さ
れ
た
が
、『

小
右
記』

二
〇
日
条
に

｢

明
後
日
料
地
摺
腰
、
従
二
去
十
七
日
一
、

以
二
政
俊
師
一
令
二
彩
色
一
、
唐
綾
模
綾
文
、
令
レ

絵
二

地
摺
模
体
一

、

与
二
政
俊
大
褂
一｣

、
二
一
日
条
に
は

｢

地

摺
袴
腰
、
唐
、
象
眼
、

藤
村
濃
、

以
二
致
光
一
令
レ
繍
、
今
日
持
来
、
給
二
疋
絹
一
。(

中
略)
明
日

大
殿
被
レ
参
二
石
清
水
一
之
�
人
袴
、
地
摺
、
唐
綾
、
久
々
り
、
堅
組
。
腰
象

眼
、
繍
レ

菊
、
染
藤
村
濃
。
三
重
袴
。

黄
昏
以
二
右
衛
門

権
佐
章
信

(

藤
原)

一
奉
レ
之｣

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
袴
は
画
師
で
あ
ろ
う
政
俊
に
彩
色
を
依

頼
し

(

画
師
に
つ
い
て
は
次
節)

、
腰
は
致
光

(

職
人
も
し
く
は
家
人
か)

に
刺
繍

を
命
じ
た
。
出
来
上
が
っ
て
き
た
袴
と
腰
と
を
、
お
そ
ら
く
実
資
邸
で
女
性
の
手
に

よ
り
縫
い
合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
、
道
長
邸
へ
届
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
祭
で
用
い
る
摺
袴
な
ど
の
装
束
は
、
臨
時
祭
で
は
朝
廷
か
ら
直
接
、

賀
茂
祭
・
春
日
祭
で
は
祭
使
や
そ
の
父
が
、
摂
関
・
公
卿
・
殿
上
人
等
に
申
請
も
し

く
は
分
配
し
た
。
調
進
を
依
頼
さ
れ
た
側
は
裁
縫
・
染
色
は
妻
や
家
族
、
親
交
の
あ

る
女
性
、
女
房
・
女
工
に
委
ね
、
彩
色
等
の
特
殊
加
工
は
職
人
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。

(

二)

賀
茂
祭
の
扇

賀
茂
祭
や
御
禊
に
お
い
て
斎
院
や
女
房
が
用
い
る
扇
は
、
摂
関
期
以
降
さ
ま
ざ
ま

な
と
こ
ろ
か
ら
送
ら
れ
た
。
寛
弘
元
年

(

一
〇
〇
四)

四
月
二
〇
日
賀
茂
祭
で
は
中

宮
彰
子
が
斎
院
に
扇
を
奉
じ
た

(『

御
堂
関
白
記』)

。
長
久
元
年

(

一
〇
四
〇)

に

は

｢

御
扇
一
枚
、
女
房
料
廿
枚
、
童
女
料
四
枚｣

が
内
裏
か
ら
送
ら
れ

(『

春
記』

四
月
二
二
日
条)

、
翌
年
は

｢

賀
茂
祭
斎
院
女
房
料
扇
於
二

於
作
物
所
一

令
レ

調
由

有
二
勅
命
一
也｣

(『

春
記』

三
月
二
二
日
条)

と
蔵
人
所
所
管
の
作
物
所
で
調
進
さ

れ
て
い
る
。

院
政
期
に
な
る
と
上
皇
・
天
皇
・
関
白
が
分
担
し
て
扇
を
調
進
す
る
よ
う
に
な
る
。

斎
王
の
持
つ
御
扇
は
上
皇
か
ら
、
女
房
扇
は
天
皇
か
ら
送
ら
れ
る
例
が
あ
り
、
寛
治

四
年

(

一
〇
九
〇)

御
禊
で
は

｢

自
二
上
皇

(

白
河)

一
被
レ
奉
二
御
扇
一
双
一
、

頃
而
自
レ

内
被
レ

奉
二

女
房
扇
廿
枚
・
童
女
扇
四
枚
一

、(

中
略)

以
二

蔵
人
右
少
将

俊
忠

(

藤
原)

一
為
二
勅
使
一｣

(『

中
右
記』

四
月
九
日
条)

と
あ
る
。

ま
た
御
禊
・
祭
日
・
還
立
で
分
け
る
場
合
も
あ
る
。
寛
治
七
年
は

｢

女
房
装
束

如
レ

昨
、
但
換
レ

扇
云
々
。
祭
日
扇
者
自
二

殿

下

(

関
白
師
実)

一

所
レ

令
レ

献
也
、
今
日
扇
被
レ

設
二
斎
王
方
一
云
々｣

(『

後
二
条
師
通
記』

四
月
一
六
日
条)

と
女
房
扇
の
う
ち
祭

日
の
扇
は
関
白
師
実
が
献
じ
、
還
立
日
の
扇
は
斎
院
側
で
準
備
し
た
。
大
治
四
年

(

一
一
二
九)

は

｢

扇
、
禊
日
・
祭
日
同
。

還
立
日
新
院
。

｣
(『

中
右
記』

四
月
二
五
日
条)

、｢

殿
上
人

斎
院
御
禊

(

祭
脱
カ)

日
女
房
扇
調
備
、
新
院

(

鳥
羽)

侍
臣
可
レ
進
二
還
御
一
之
由｣

(『

長

秋
記』

三
月
二
八
日
条)

の
ご
と
く
御
禊
と
祭
日
は
天
皇
側
、
還
立
は
新
院
側
の
殿

上
人
が
調
進
し
た
。
天
承
元
年

(

一
一
三
一)

は

｢

斎
院
并
女
房
扇
、
御
禊
冬
扇
、

内
殿
上
人
調
進
。
祭
日
蔵
人
所
白
褐
水
扇

(

�)

。
帰
日

院

(

鳥
羽)

殿
上
人
調
二

備
扇
一｣

(『

長

秋
記』

四
月
一
二
日
条)

と
あ
り
御
禊
は
内
殿
上
人
、
祭
日
は
蔵
人
所
、
還
立
は
院

殿
上
人
が
調
進
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
賀
茂
祭
で
斎
院
や
女
房
が
用
い
る
扇
は
、
斎
院
で
準
備
さ
れ
る
か
、
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以
二
右
少
将(

藤
原)

顕

実
朝
臣
一

為
二

御
使
一

、



天
皇
・
院
・
后
宮
・
関
白
が
分
担
し
て
送
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ
か
ら
殿
上
人
・

蔵
人
所
な
ど
に
分
配
し
て
調
進
さ
せ
て
い
た
。『

栄
花
物
語』

巻
三
一
・
殿
上
の
花

見
に
長
元
五
年

(

一
〇
三
二)

四
月
二
五
日
御
禊
に
際
し
て

｢

扇
な
ど
、
殿
上
人
、

心
ご
こ
ろ
に
つ
く
し
挑
む
べ
し｣

と
見
え
、『

朝
野
群
載』

巻
四
・
朝
儀
上
に
は
斎

院
女
房
扇
調
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
左
少
将
有
家
と
内
蔵
頭
源
の
請
文
が
載
る

(

�)

。
四
月
中

酉
日
の
賀
茂
祭
も
し
く
は
数
日
前
の
御
禊
に
合
わ
せ
三
月
末
、
二
・
三
枚
ず
つ
分
配

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

謹
請斎

院
女
房
扇
二
枚
事

右
臨
二
彼
期
一
、
可
レ
令
二
調
進
一
之
状
、
謹
所
レ
請
如
レ
件
。

三
月
廿
九
日

左
近
少
将
有
家
請
文

謹
請扇

三
枚
事

右
斎
院
女
房
料
者
、
重
服
者
其
憚
可
レ
候
歟
如
何
。
随
二
重
仰
一
、
可
二
進
上
一

之
状
。
謹
所
レ
請
如
レ
件
。

三
月
廿
九
日

内
蔵
頭
源
請
文

ま
た

『

狭
衣
物
語』

(

一
一
世
紀
後
半
成
立)

巻
四
に
は
、
狭
衣
帝
が
殿
上
人
と

蔵
人
に
扇
を
調
進
さ
せ
、
斎
院
に
届
け
る
く
だ
り
が
あ
る
。

大
方
の
殿
上
人
な
ど
の
し
つ
つ
、
あ
ま
た
参
ら
せ
し
扇
ど
も
は
さ
る
も
の
に
て
、

自
ら
の
御
料

(

斎
院
自
身
が
持
つ
扇)

な
ど
は
、
我
が
御
心
と
ど
め
て
せ
さ
せ
た
ま
ひ
つ
つ

(

狭
衣
帝
の
配
慮
の
う
え
に
作
ら
せ
な
さ
っ
て)

た
て
ま
つ

ら
せ
た
ま
ひ
し
を
の
み
、
持
た
せ
た
ま
へ
り
し
か
ば

(

斎
院
が
愛
用
な
さ
っ
て
い
た
の
で)

、
お
ほ
や
け
し
き
絵
所

(

宮

中

の

絵

所

)

な

ど
、
筆
あ
ら
あ
ら
し
き

(

通
り
一
遍
の
も
の)

に
は
あ
ら
で
、
さ
る
べ
き
蔵
人
ど
も
も
、
う
け
た
ま
は

り
て
、
日
ご
と
に
、
代
る
べ
き
女
房
の
料
ど
も

(

斎
院
女
房
の
持
つ
扇)

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
心
殊
に
せ

さ
せ
た
ま
ふ
さ
ま
、
め
で
た
し
な
ど
も
、
世
の
常
な
ら
ぬ
さ
ま
に
し
た
て
さ
せ

た
ま
ひ
て
、(

中
略)

御
使
は
五
位
の
蔵
人
に
や
あ
ら
ん
、

『

狭
衣
物
語』

作
者
と
考
え
ら
れ
る
六
条
斎
院
宣
旨

(

源
頼
国
女)

は
斎
院
�
子

内
親
王

(

後
朱
雀
皇
女)

に
仕
え
、
後
冷
泉
朝
前
半
期
の
斎
院
内
部
を
実
際
に
目
に

し
て
い
た
女
性
で
あ
る
。
そ
の
た
め

『

狭
衣
物
語』

は
斎
院
に
つ
い
て
の
描
写
に
詳

し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
こ
の
く
だ
り
で
も

｢

日
ご
と
に
、
代
る
べ
き
女
房

の
料｣

と
御
禊
・
祭
日
・
還
立
で
女
房
扇
を
使
い
分
け
る
こ
と
や
、
五
位
蔵
人
を
使

と
し
て
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
古
記
録
の
記
載
と
も
一
致
し
て
お
り
、
実
際
の

賀
茂
祭
扇
調
進
の
状
況
に
即
し
た
記
述
で
あ
る
と
見
な
せ
よ
う

(

�)

。

ま
た
承
徳
元
年

(

一
〇
九
七)

四
月
に
は

｢

斎
院
女
房
扇
、
依
二
殿
下
仰
一
調
進
、

付
二
小
舎
人
吉
友
一
送
二
式
部
丞
蔵
人

(

藤

原

宗

仲

)

許
一
了｣

と
あ
り
、
関
白
師
通
の
仰
せ
に
よ
っ

て
内
蔵
頭
右
中
弁
藤
原
宗
忠
が
女
房
扇
を
調
進
し
て
い
る

(『

中
右
記』

一
四
日
条)

。

で
は
こ
う
し
た
扇
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
作
製
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
賀
茂
祭

で
用
い
ら
れ
た
扇
の
種
類
は
、｢

夏
扇｣

｢

冬
扇｣

(『

中
右
記』

長
承
元
年

(

一
一
三

二)

四
月
二
四
日
条)

、｢

水
入
冬
扇｣

(『

同』

天
永
二
年

(

一
一
一
一)

四
月
一
四

日
条)

、｢

三
十
五
枚
扇
、
銀
表
骨
、
面
各
四
季
絵｣

(『

長
秋
記』

長
承
二
年
四
月
一

八
日
条)

と
見
え
る
。
こ
の
う
ち

｢

冬
扇｣

と
は
桧
扇
の
こ
と
。｢

夏
扇｣

と
は
蝙

蝠
扇

(

�)

の
こ
と
で
、
桧
扇
の
骨
を
細
く
し
て
片
側
に
紙
を
張
っ
た
も
の
。｢

水
入
冬
扇｣

｢

銀
表
骨｣

は
桧
扇
の
一
種
で
、
両
端
の
表うわ
骨ぼね
が
金
属
製
で
銀
鍍
さ
れ
た
扇
と
い
う

(

	)

。

平
安
中
期
以
降
、
桧
扇
お
よ
び
蝙
蝠
扇
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
絵
や
文
字
が
描
か
れ
装

飾
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

(


)

。『

円
融
院
扇
合』

(

天
禄
四
年(

天
延
元
年
、
九
七
三))

に
は
赤
い
扇
面
に
住
吉
潟
を
描
き
和
歌
を
葦
手
絵
で
あ
し
ら
っ
た
扇
な
ど
が
登
場
す

る
。
一
条
朝
に
は
藤
原
行
成
ら
殿
上
人
が
扇
の
骨
に
蒔
絵
を
し
、
金
・
銀
・
沈
・
紫

壇
の
骨
に
象
眼
を
施
し
、
扇
面
に
日
本
全
国
の
歌
枕
の
風
景
や
和
歌
・
漢
詩
を
描
く

な
ど
し
て
趣
向
を
凝
ら
し
た
扇
を
天
皇
に
奉
じ
て
い
る

(『

大
鏡』

伊
尹)

。
貴
族
た

ち
の
間
で
も
長
保
元
年

(

九
九
九)

に

｢

一
、
応
二

重
禁
制
一

、
以
二

金
銀
薄
泥
一

画
二
扇
・
火
桶
一
及
六
位
用
二
螺
鈿
鞍
一
事｣

(『

新
抄
格
勅
符
抄』

巻
一
〇)

と
の
禁

制
が
出
さ
れ
た
よ
う
に
、
金
銀
泥
で
彩
色
が
施
さ
れ
た
扇
が
盛
ん
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。

( ) 平安貴族社会の祭列をめぐる社会的関係について (野田)5



長
承
二
年
賀
茂
祭
の
扇
に

｢

面
各
四
季
絵｣

が
描
か
れ
た
と
あ
る
が
、
賀
茂
祭
扇

の
調
進
を
命
ぜ
ら
れ
た
殿
上
人
た
ち
は
様
々
な
絵
や
細
工
を
施
し
て
献
上
し
た
。
た

だ
し

『

明
衡
往
来』

第
九
状
で
は
扇
絵
を
描
く
画
師
を
探
す
の
に
苦
心
し
て
い
る
。

賀
茂
祭
近
々
。
仍
昨
日
参
二

斎
院
一

、
扇
一
両
枚
可
二

調
奉
一

之
由
、
以
二

女

房
一
所
レ
被
二
伝
仰
一
也
。
不
レ
可
レ
及
二
外
聞
一
、
為
レ
思
二
事
縁
一
、
密
々
所
二

相
示
一
也
者
、
近
来
画
工
等
、
無
二
其
暇
一
云
々
。
以
二
卑
詞
一
雖
二
相
招
一
、
答

以
二
故
障
一
、
敢
無
二
承
引
一
。
偏
�
二
蜀
都

(

富
家)

之
賂
一
、
更
嫌
二
龍
洞

(

貧
家)

之
貧
一
。
其

理
可
レ
然
。
期
日
已
近
。
後

素

之

態

(
絵
の
仕
上
げ
を
す
る
こ
と)

、
殆
可
二
闕
怠
一
。
絵
師
某
、
候
二

殿
下
一
者
也
。
免
二

給
一
日
之
暇
一
乎
。
一
事
尤
要
須
也
。

枉
マ
ゲ
テ

垂
二
恩
容
一
。

不
宣
謹
言

四
月
十
四
日

兵
庫
頭
最
道

駿
河
前
司
殿

絵
師
某
事

右
件
男
、
従
二
竹
馬
之
時
一
、
住
二
家
中
一
者
也
。
而
習
二
丹
青

(
絵
画)

之
業
一
以
来
、

不
レ

致
二

朝
夕
之
恪
勤
一

、
或
為
二

権
門
一

蒙
二

其
譴
一

、
或
就
二

富
家
一

受
二

其

賄
一
。
彼
是
之
間
、
進
退
不
定
也
。
雖
レ
然
以
二
命
旨
一
可
二
召
仰
一
侍
。
只
今

尋
二
在
所
一
遣
レ
召
已
畢
。
可
二
申
承
一
事
等
、
積
而
如
レ
山
。
此
両
三
日
、
為
レ

労
二
小

恙

(

軽
い
病)

一
。
閑
二

居
蓬
戸
一
、
隔
二
面
談
一
之
故
、
蓄
懐
如
レ
此
而
已
。
事
々

不
二
委
聞
一
。
謹
言

輙
時

前
駿
河
守

こ
こ
で
は
兵
庫
頭
が
賀
茂
祭
間
際
に
急
遽
、
斎
院
か
ら
女
房
扇
献
上
を
仰
せ
つ
け

ら
れ
て
い
る
。
一
一
世
紀
に
は
賀
茂
祭
の
扇
は
、
天
皇
・
院
・
后
宮
・
関
白
な
ど
か

ら
届
け
ら
れ
る
か
、
斎
院
自
身
が
用
意
し
た
が
、
調
進
さ
れ
た
扇
の
数
が
何
ら
か
の

事
情
で
足
り
な
い
事
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
最
近
画
師
は
も
っ
ぱ

ら
富
家
の
仕
事
を
引
き
受
け
、
兵
庫
頭
の
よ
う
な
貧
家
か
ら
い
く
ら
懇
切
丁
寧
に
頼

ん
で
も
断
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
こ
で
兵
庫
頭
は
前
駿
河
守
邸
に
い
る
画
師
を

一
日
で
い
い
の
で
貸
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
は
画
所

(

�)

に
画
師
が
所
属
し
た
が
、
彼
ら
は
貴
族
の
依
頼
す
る
個
人
的

な
仕
事
も
し
た

(

�)

。
藤
原
実
資
は
治
安
三
年

(

一
〇
二
三)

八
月
四
日
に
念
誦
堂
東
廊

の
布
障
子
を
画
所
画
師
の
左
兵
衛
志
佐
太
良
親
に
描
か
せ
、
八
日
に
禄
を
与
え
て
い

る

(『

小
右
記』)

。
た
だ
し
画
所
所
属
の
画
師
以
外
に
も
、
他
官
職
を
有
す
る

｢

非

職
業
的
画
師

(

�)｣

が
多
数
存
在
し
て
い
た
。『

源
氏
物
語』

浮
舟
で
は
、
薫
が
浮
舟
を

迎
え
る
家
を
準
備
す
る
に
あ
た
り

｢

絵
師
ど
も
な
ど
も
、
御
随
身
ど
も
の
中
に
あ
る
、

睦
ま
し
き
殿
人
な
ど
を
選
り
て
、
さ
す
が
に
わ
ざ
と
な
む
せ

(

念
入
り
に
お
描
か
せ
に

さ
せ
た
ま
ふ

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す)｣

の
ご

と
く
、
御
随
身
に
描
か
せ
た
。『

新
猿
楽
記』

に
は

｢

六
郎
冠
者
、
絵
師
長
者
也
。

墨
絵
・
綵
色
・
淡
・
作
絵
・
丹
調
・
山
水
・
野
水
・
屋
形
・
木
額
・
海
部
・
立
石
・

屏
風
・
障
子
・
軟
障
・
扇
絵
等
之
上
手
也｣

と
あ
り
、｢

絵
師
長
者｣

が
扇
絵
も
製

作
し
た
と
い
う

(

�)

。『

明
衡
往
来』

第
九
状

｢

絵
師｣

も
、
返
状
に
よ
る
と
お
そ
ら
く

画
所
に
所
属
せ
ず
、
専
ら
貴
族
邸
を
渡
り
歩
い
て
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
者
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
画
師
に
依
頼
す
る
に
は
仲
介
者
の
斡
旋
が
必
要
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
賀
茂
祭
の
扇
は
、
斎
院
自
身
が
準
備
す
る
か
、
天
皇
・
院
・
后
宮
・

関
白
が
分
担
し
て
送
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
殿
上
人
・
蔵
人
所
等
に
分
配
さ
れ
調
進
さ

せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
殿
上
人
は
画
師
に
扇
絵
を
描
か
せ
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た

扇
を
献
上
し
た
が
、
知
人
に
画
師
斡
旋
を
頼
ま
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。

(

三)

女
使
の
車
に
つ
い
て

賀
茂
祭
の
行
列
に
は
斎
院
の
ほ
か
、
斎
院
に
仕
え
る
女
別
当
・
宣
旨
以
下
の
女
房
・

女
官
と
、
内
裏
か
ら
遣
わ
さ
れ
る
女
使

(

内
侍

(

典
侍
も
し
く
は
掌
侍)

・
命
婦
・

蔵
人)

な
ど
多
く
の
女
性
が
従
っ
た
。
こ
の
う
ち
斎
院
の
女
房
出
車
や
童
女
騎
馬
は

｢

出
車
定｣

｢

出
馬
定｣
に
よ
っ
て
公
卿
・
殿
上
人
に
分
配
さ
れ
た

(

�)

。
寛
弘
二
年

(

一

〇
〇
五)

四
月
の
賀
茂
祭
に
先
立
ち

｢

定
二

出
車
・
童
女
・
騎
馬
事
一

如
レ

例｣
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(『
小
右
記』

五
日
条)

と
見
え
、『

江
家
次
第』

巻
六
・
御
禊
前
駆
定
に
出
車
・
騎

馬
分
配
の
書
式
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
出
車
定
は

『

西
宮
記』

巻
八
・
入
野
宮

の
割
注
に

｢
入
二
諸
司
一
之
時
、
定
二
出
レ
車
人
一
云
々
、
近
代
入
二
野
宮
一
時
定｣

と

見
え
る
の
で
、
斎
院
御
禊
で
も
す
で
に
一
〇
世
紀
前
半
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

一
方
、
内
裏
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
女
使
に
つ
い
て
は
、『

貞
観
儀
式』

巻
一
・
賀
茂

祭
儀
で
は
蔵
人
・
命
婦
・
内
侍
の
順
に
斎
王
輿
の
前
に
騎
馬
で
従
っ
て
い
る
の
が
見

え
る
。
し
か
し
女
性
の
乗
車
が
広
ま
る
に
つ
れ

(

�)

、｢

典
侍
車｣

(『

貞
信
公
記』

承
平

元
年

(

九
三
一)

四
月
二
一
日
条)
と
い
っ
た
内
侍
乗
車
記
事
が
あ
ら
わ
れ
る
。
一

〇
世
紀
後
半
に
は
典
侍
一
行
の
過
差
が
問
題
と
な
り
、｢

車
勿
レ

過
二

五
両
一

、
騎

勿
レ
過
二
八
輩
一｣

と
出
車
や
騎
馬
の
数
が
制
限
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た

(『

政
事
要

略』

巻
七
〇
・
糺
弾
雑
事
、
永
祚
二
年

(

九
九
〇)
四
月
一
日
官
宣
旨)

。

た
だ
し
こ
う
し
た
内
侍
の
乗
車
は
当
初
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
延
喜
七

年

(

九
〇
七)

に
は

｢

召
二
男
女
使
飾
馬
一
覧
レ
之
云
々
。
使
内
侍
藤
原
長
子
、
令
レ

申
下
依
レ
病
不
レ
得
二
騎
馬
一
状
上
。
不
レ
許
云
々｣
(『

醍
醐
天
皇
御
記』

四
月
一
五
日

条)

と
あ
る
よ
う
に
病
で
も
乗
車
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
同
一
九
年
に
な
る
と

｢

使
掌
侍
守
子
、
申
下
有
レ
病
不
レ
堪
二
騎
馬
一
由
上
。
殊
許
二
乗
車
一｣

(『
同』

四
月

二
四
日
条)

の
ご
と
く
病
気
で
の
乗
車
は
許
可
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
延
長
七
年

(

九
二
九)

に
も

｢

内
侍
奏
二
可
レ
乗
レ
車
由
一｣

(『

西
宮
記』

巻
三
・
賀
茂
祭
事
所

引)

と
あ
り
、『

北
山
抄』

の
段
階
で
は

｢

掌
侍
供
奉
時
、
令
レ

奏
二

病
由
一

、
殊

有
二
勅
許
一
、
乗
車
也｣
(

巻
一
・
中
申
酉
日
賀
茂
祭
事)

の
よ
う
に
掌
侍
が
女
使
を

務
め
る
場
合
に
は
病
の
由
を
奏
し
て
勅
許
を
得
て
乗
車
す
る
例
と
な
っ
て
い
た
。
し

か
し

『

江
家
次
第』

巻
六
・
賀
茂
祭
使

｢

路
頭
次
第｣

に
は

｢

御
車
、
内
侍
車
、

近
代

在
レ

後

女
別
当
車
、
宣
旨
車
、
女
房
車
六
両
、
童
女
在
二

此
中
一

｣

と
、｢

近
代｣

は
内
侍
は
乗

車
し
て
斎
王
の
あ
と
に
従
う
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
す
で
に
乗
車
が
定
着
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る

(

	)

。

一
〇
世
紀
以
降
、
内
侍
が
乗
車
す
る
例
が
増
え
る
と
、
公
卿
が
車

(

内
侍
本
人
が

乗
用
す
る
車
、
お
よ
び
出
車)

や
牛
を
貸
す
記
事
が
現
れ
る
。｢

典
侍
許
金
作
二
車

并
一
車
料
牛｣
(『

御
堂
関
白
記』

寛
弘
元
年
四
月
二
〇
日
条)

、｢

祭
の
使
に
出
る
内

侍
の
御
車
聞
え
た
り
け
る
に

(

車
の
借
用
を
申
し
入
れ
て
き
た
の
で)｣

(『

公
任
集』)

等
と
あ
る
。
こ
う
し
た
車
は

｢

車

遣
二
使
典
侍
許
一
、
依
二
河
内
守
朝
臣

(

源

奉

職

カ

)

懇
切
触
示
一
也｣

(『

小
右
記』

寛
弘
二
年
四
月

二
〇
日)

、｢

予
依
二
典
侍
消
息
一
遣
レ
車｣

(『

同』

長
和
三
年
四
月
一
八
日
条)

の

よ
う
に
典
侍
か
ら
直
接
、
も
し
く
は
河
内
守
の
よ
う
な
仲
介
者
を
通
し
依
頼
さ
れ
た

(


)

。

た
だ
し
一
一
世
紀
半
ば
以
降
は
、
こ
う
し
た
車
は
朝
廷
が
集
め
る
よ
う
に
な
る
。

永
承
七
年

(

一
〇
五
二)

四
月
二
一
日
、
参
議
藤
原
資
房
に
宣
旨
が
下
り
、
内
侍
に

車
を
遣
わ
す
よ
う
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
翌
日
の
賀
茂
祭
当
日
に
は
父
権
中

納
言
資
平
に
も
使
が
派
遣
さ
れ
、
命
婦
に
車
を
遣
わ
す
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

去
夜
内
豎
称
二

宣
旨
一

来
仰
云
、｢

車
可
レ

遣
二

内
侍
許
一｣

者
、
令
レ

奏
二

車

不
レ
侯
之
由
一
了
。
近
来
作
法
公
家
召
レ
車
遣
二
女
房
許
一
、
是
古
今
未
聞
事
也
。

今
日
内
小
舎
人
来
仰
二
督
殿

(

資
平)

一
云
、｢

車
可
レ
遣
二
命
婦
許
一｣

者
、
即
被
レ
奉
了
。

内
々
命
云
、｢

車
是
内
侍
・
命
婦
内
々
借
求
者
也
。
公
家
更
不
レ
可
二
知
食
一
。

今
無
二
此
事
一
。
就
レ
中
吾
年
�
已
長
、
専
不
レ
可
レ
被
レ
仰
事
也
。
今
代
事
言

而
無
益
了
云
々
。
又
以
二
小
舎
人
一
被
レ
仰
事
奇
也｣(『

春
記』

四
月
二
二
日
条)

資
平
が
語
る
よ
う
に
、
従
来
、
車
は
女
使
か
ら
個
人
的
に
依
頼
し
て
借
り
求
め
る

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

｢

近
来
作
法｣

は
朝
廷
か
ら
召
し
遣
わ
す
こ
と
に
な
っ
て

い
た
と
い
う
。
元
永
二
年

(

一
一
一
九)

に
も

｢

予
御
気
色
送
二
車
於
典
侍
許
一｣

(『

中
右
記』

四
月
二
二
日
条)

と
あ
る
。
ま
た
応
保
元
年

(

一
一
六
一)

に
は

｢

行

事
蔵
人
云
、
源
中
納
言

(

定

房

)

車
誤
遣
二
典
侍
宅
一
了
。
女
房
已
駕
レ
之
、
次
又
遣
二
新
大
納

(

藤

原

光

言頼)

車
一
之
処
、
申
二
余
剰
之
由
一
返
了
云
々
、
仍
命
婦
出
車
已
闕
如｣

(『

山
槐
記』

四
月
一
九
日
条)
の
ご
と
く
、
行
事
所
が
公
卿
か
ら
出
車
を
集
め
た
が
、
命
婦
宅
へ

送
る
べ
き
車
を
誤
っ
て
典
侍
宅
に
届
け
て
し
ま
っ
た
。
寛
喜
三
年

(

一
二
三
一)

に
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も
｢

出
車
十
両

公
卿
毛
車
、

皆
催
寄
、
分
二

遣
女
使
許
一
、
典
侍
・
命

婦
・
蔵
人｣

(『

民
経
記』

四
月
一
七
日

条)
と
あ
り
、
女
蔵
人
の
出
車
ま
で
公
卿
か
ら
集
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る

(

�)

。

従
来
、
女
使
か
ら
公
卿
ら
に
個
人
的
に
依
頼
し
て
い
た
の
は
、
も
と
も
と
女
使
は

騎
馬
で
従
う
の
が
原
則
だ
っ
た
こ
と
が
一
因
で
は
な
か
ろ
う
か
。『

北
山
抄』

も

｢

掌
侍
は
病
の
場
合
に
限
り
乗
車
が
勅
許
さ
れ
る｣

と
注
記
す
る
。
そ
の
た
め
女
使

自
身
が

｢

内
々
に
借
り
求
め｣

た
の
だ
ろ
う
。
や
が
て
女
使
乗
車
が
通
例
と
な
る
と
、

斎
院
女
房
と
同
様
、
行
事
所
が
一
括
し
て
手
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で

『

高
山
寺
本
古
往
来』
第
五
一
状
に
賀
茂
祭
に
際
し
典
侍
の
も
と
へ
出

車
と
装
束
を
送
る
内
容
の
往
復
書
状
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
典
侍
か
ら
出
車
と
装
束
を

依
頼
さ
れ
た
人
物
が
、
手
元
に
然
る
べ
き
車
が
な
い
た
め
、
親
し
い
知
人
に
充
て
、

車
と
牛
を
典
侍
の
元
に
送
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん
で
い
る
。

謹
言

今
年
賀
茂
祭
使
典
侍
、
必
可
レ

問
人
也
。
仍
出
車
并
装
束
等
、
可
レ

令
二
調
送
一
侍
。
而
弊
所
無
二
可
レ
然
車
一
、
思
煩
侍
。
御
車
加
レ
牛
被
二

労
イ
タ
ワ
リ

送
一
者
、
最
所
レ
仰
也
。
奉
レ
憑
二
親
昵
一
屡
達
二
少
事
一
、
悚
恐
甚
一
肘
千
廻
。

殊
賜
二
高
察
一
、
可
レ
被
二
恩
借
一
者
也
。
諸
事
期
二
面
拝
一
。
不
宣
謹
言

こ
の
よ
う
に
依
頼
さ
れ
た
車
や
牛
が
手
元
に
な
い
場
合
、
他
所
か
ら
調
達
し
て
献

じ
る
こ
と
は
、
当
時
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た

(

�)

。
典
侍
か
ら
直
接
依
頼
す
る
点
も
一

一
世
紀
前
期
以
前
の
状
況
と
合
致
す
る
。『

高
山
寺
本
古
往
来』

は
一
〇
世
紀
末
〜

一
一
世
紀
初
の
内
容
と
い
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
の
消
息
と
見
な
せ
よ
う
。

以
上
第
一
章
で
は
、
祭
列
従
事
者
が
用
い
る
装
束
・
扇
・
車
に
つ
い
て
、
そ
の
分

配
・
調
進
・
製
作
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
は
広
範
囲
で
多
元
的
・
重
層
的
な

社
会
的
関
係
を
駆
使
し
て
分
配
・
調
進
・
作
製
さ
れ
て
い
た
。
つ
づ
く
第
二
章
で
は

祭
列
に
関
す
る
古
往
来
を
手
が
か
り
と
し
て
、
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
私
的
な
交

流
に
つ
い
て
、
そ
の
範
囲
や
意
義
を
考
察
す
る
。

二

祭
列
を
め
ぐ
る
私
的
交
流
―
往
来
物
を
中
心
に
―

(

一)

祭
使
相
談
と
馬

賀
茂
・
石
清
水
臨
時
祭
お
よ
び
賀
茂
祭
・
春
日
祭
の
祭
使
は
任
命
の
知
ら
せ
を
受

け
た
あ
と
、
必
要
な
装
束
や
馬
・
馬
具
等
の
手
配
を
行
っ
た
。『

明
衡
往
来』

第
一

〇
三
状
で
は
、
二
月
某
日
に
春
日
祭
使
が
共
人
用
の
馬
を
陸
奥
守
に
依
頼
し
て
い
る
。

可
レ
借
二
給
細
馬
一
事

右
春
日
祭
使
、
可
二
勤
仕
一
侍
。
共
人
料
可
レ
入
之
馬
、
其
数
差
多
。
須
下
以
二

東
国
之
騏
驥

(

名
馬)

一
、

播
ホ
ド
コ
ス

中
南
京
之
面
目
上
也
。
謹
言

二
月

日

左
兵
衛
権
佐

陸
奥
守

(『

明
衡
往
来』

第
一
〇
三
状)

ま
た

『

十
二
月
往
来』

二
月
状
で
も
、
急
遽
春
日
祭
使
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た

左
少
将
が
、｢

供
人
料
馬
一
疋｣

を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
内
蔵
頭
に
依
頼
す
る

(

�)

。

た
だ
し
祭
使
と
し
て
の
準
備
は
、
祭
使
任
命
を
も
っ
て
開
始
さ
れ
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
中
将
・
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
時
点
で
す
で
に
始
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
暁
有
二

叩
レ

門
之
者
一

、
其
音
鼕

々

ト
ウ
ト
ウ
ト
シ
テ

、
残
夢
已
驚
。
開
レ

戸
問
レ

之
、

拾
遺

(

侍
従)

之
使
也
。
拝
二
親
衛
亜
将

(

近
衛
中
将)

一
之
由
、
所
レ
告
也
。
今
年
依
レ
少
二
闕
国
一
、

暫
被
二

優
恕
一

歟
。
自
身
雖
レ

悦
レ

心
、
僮
僕

(

従
者)

還

�
ヒ
ソ
ム

レ

眉
。
只
其
不
レ

愁
者
之

武
也
。
有
二
随
身
之
望
一
歟
。
春
日
祭
使
、
可
二
勤
仕
一
也
。
其
間
案
内
、
面
前

必
可
二
申
承
一
侍
。
為
レ
申
二
慶
賀
一
、
罷
出
之
間
、
事
々
不
レ
備
。
謹
言
。

正
月

日

左
近
衛
中
将

謹
上

源
中
将
殿

(『

明
衡
往
来』

第
三
四
状
表)

請
雑
事

一
昨
日
、
拝
二

除
左
親
衛
亜
相

(

左

近

中

将

)

一
。
羽
林
抄
暫
可
二
令
レ
見
給
一
也
。
賀
茂
祭
使

可
二
勤
仕
一
之
由
、
予
有
二
其
定
一
云
々
。
雲
珠
・
杏
葉

(

馬
の
尻
と
胸
の
飾
り)

従
レ
兼
可
レ
尽
二
風
流
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之
美
一
也
。
前
々
使
用
二
鏡
鞍
一
。
若
慣
二
彼
例
一
、
可
レ
申
二
事
之
由
一
歟
。
唐

鞍
慮
外
所
レ
候
也
。
可
レ
加
二
修
飾
一
侍
。

�
ク
チ
ト
リ

人
可
レ
申
二
博
陸

(

関
白)

殿
一
歟
。
将

可
レ
申
二
大
将
尊
閣
一
歟
。
雑
色
装
束
、
可
レ
用
二
一
色
一
歟
。
又
可
レ
令
レ
染
二

色
々
一
歟
。
如
レ
此
案
内
。
面
展
之
次
可
二
申
承
一
。
且
以
委
レ
之
。
頓
首
謹
言

三
月

日

左
近
中
将
源

謹
上

藤
宰
相
殿

(『

明
衡
往
来』

第
一
〇
九
状)

第
三
四
状
と
第
一
〇
九
状
は
、
近
衛
中
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、｢

春
日
祭
使｣

｢

賀
茂
祭
使｣
を
務
め
る
こ
と
に
つ
い
て
も
相
談
し
て
い
る
。

第
三
四
状
は
正
月
の
日
付
で
あ
る
か
ら
二
月
の
春
日
祭
の
目
前
で
あ
り
、
第
一
〇
九

状
は
三
月
の
日
付
で
四
月
の
賀
茂
祭
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
近
衛
中
将
も
し

く
は
少
将
に
任
ぜ
ら
れ
た
直
後
に
近
衛
使
を
務
め
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た

(

�)

。

第
一
〇
九
状
で
は
近
衛
使
経
験
者
で
あ
ろ
う
藤
宰
相
に
馬
具
・
随
員
・
衣
装
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
�
を
関
白
と
大
将
の
ど
ち
ら
に
依
頼

す
る
か
を
相
談
し
て
い
る
が
、
実
際
に
長
和
二
年

(

一
〇
一
三)

四
月
二
四
日
に
左

近
少
将
藤
原
忠
経
が
祭
使
を
務
め
た
際
に
は
、
一
〇
日
に
右
大
将
実
資
が

｢

賀
茂
祭

使
借
二
黒
毛
馬
一
、
唐
鞍
馬
、
又
申
二
随
身
近
衛
元
武

(

紀

)

・
守
近

(

安
倍)

等
一
云
々
、
引
馬
・
�

料
歟｣

と
あ
り
、
ま
た
治
安
三
年

(

一
〇
二
三)

四
月
一
六
日
に
左
少
将
藤
原
資
房

が
祭
使
を
務
め
た
際
に
は

｢

舞
了
令
レ
引
二
唐
鞍
馬
一
、
関

白

(

頼
通)

馬
、
馬
副
八
人
相
従
、

右
近
府
生
公

忠

(

下
毛
野)

関
白
随
身
、
・
同
府
随
身
扶
武

(

高

)

余
随
身
、
等
為
レ

�｣
(『

小
右
記』)
と

あ
っ
て
、
賀
茂
祭
で
は
関
白
も
し
く
は
大
将
が
�
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
次
の
第
七
状
で
は
石
清
水
臨
時
祭
舞
人
右
近
将
監
が
馬
の
制
御
に
つ
い
て
前

飛
騨
守
に
助
力
を
請
い
、
前
飛
騨
守
は
当
日
出
立
所
に
参
入
す
る
こ
と
を
承
諾
す
る
。

謹
奉
二
尊
旨
一
、
惴
二
々
于
心
一
。
石
清
水
臨
時
祭
舞
人
、
已
有
二
其
闕
一
。
可
レ

勤
二
件
役
一
之
由
、
忽
有
二
綸
言
一
。
帯
剣
之
人

(

武

官

)

難
レ
申
二
故
障
一
。
然
而
素
無
二

拠
鞍

(

乗
馬)

之
勇
一
、
不
レ
便
二
騎
馬
之
事
一
。
就
レ
中
、
半
漢
逸
足

(

駿

馬

)

不
レ
能
二
控
御
一
、

兼
以
為
レ
恐
耳
。
出
立
之
所
可
レ

枉マク
二
花

軒

(

車
で
来
訪)

一
也
。
某
謹
言

三
月

日

右
近
将
監

飛
騨
前
司
殿

(『

明
衡
往
来』

第
七
状
表)

こ
こ
で
は
右
近
将
監
が
馬
の
扱
い
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
が
、
次
の
第
八

八
状
で
も
、
左
少
将
が
行
幸
従
駕
に
際
し
て
、
馬
の
扱
い
に
慣
れ
る
た
め
早
朝
に
貸

し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。

請
二
案
内
一

右
明
日
行
幸
何
時
乎
、
馬
俄
相
違
。
只
有
二
蹇

驢

(

足
に
病
の
あ
る
馬)

一
、
奥
州
之
所
レ
送
。

雖
レ
聞
二
其
名
一
未
レ
見
二
其
実
一
。
頗
以
沛

艾

(

性
質
が
荒
く
勇
み
立
つ
馬)

云
々
。
但
果
下

(

小
馬)

之
類

歟
。
花
厩
之
中
、
定
有
二

細
馬

(

上
馬)

一

歟
。
被
レ

申
二

事
由
一

、
早
朝
可
レ

給
。
為
レ

習
二
控
御
一
也
。
謹
言

正
月

日

左
少
将

左
衛
門
権
佐
殿

(『

明
衡
往
来』

第
八
八
状)

こ
の
よ
う
に
馬
の
扱
い
に
か
な
り
心
を
砕
い
て
い
る
の
は
、
行
列
中
で
の
落
馬
脱

冠
が
大
変
な
恥
に
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
賀
茂
祭
見
物
の
状
況
を
伝
え
る
第
一
一
状

に
も
、
内
侍
の
前
駆
を
務
め
る
帯
刀
が
落
馬
し
、
冠
は
落
と
さ
な
か
っ
た
も
の
の
巾

子
が
折
れ
て
し
ま
い
、
見
物
者
が
手
を
叩
い
て
笑
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

内
侍
御
前
帯
刀
某
丸
、
忽
以
落
馬
、
所
レ
騎
者
駑

駘

(

遅
い
馬)

也
。
是
桃

尻

(

乗
馬
が
下
手)

之
所
レ

致
歟
。
適
雖
レ
不
レ
落
レ
冠
。
其
巾
子
已

蟄
ヒ
シ
ゲ
テ

、
如
二
林

宗

之

冠

(

巾
の
角
が
折
れ
た
冠)

一
。
上
下

人
々
、
抵
タ
タ
ク

レ
掌
耳
。

(『

明
衡
往
来』

第
一
一
状
表
。
全
文
は

(

三))

実
際
、
祭
列
で
落
馬
し
た
例
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
天
暦
二
年

(

九
四
八)

四
月

一
八
日
の
賀
茂
祭
で
は

｢

使
典
侍
潅
子

(

藤
原)

出
二
宅
門
一
之
間
、
飃
風
大
起
、
前
駆
之
中
、

有
二
落
馬
脱
冠
者
一
云
々｣

(『

貞
信
公
記』)

と
い
う
。
ま
た
内
蔵
助
清
原
元
輔
は
内

蔵
寮
使
を
務
め
た
際
、
一
条
大
路
を
渡
る
と
き
に
馬
の
腹
を
強
く
蹴
っ
た
と
こ
ろ
、

馬
が
暴
れ
て
真
っ
逆
さ
ま
に
落
馬
し
、
冠
が
脱
げ
禿
頭
ま
で
露
呈
し
た

(『

宇
治
拾

遺
物
語』

巻
一
三
、『
今
昔
物
語』

巻
二
八)

。
さ
ら
に
万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

四

月
一
七
日
賀
茂
祭
で
は

｢
引
二
出
唐
鞍
馬
一
之
間
�
駕
殊
甚
、
雲
衆
堕
損
忽
以
相
構
、
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此
間
不
レ
静
、
馬
副
顛
倒｣

(『

小
右
記』)

と
飾
馬
が
暴
れ
て
制
御
が
き
か
ず
、
馬

の
尻
に
載
せ
て
い
た
飾
り
が
落
下
破
損
し
、
馬
副
も
引
き
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
祭
使
は
、
す
で
に
中
少
将
に
任
命
さ
れ
た
時
点
で
祭
に
向
け
た
準

備
を
開
始
し
、
祭
使
経
験
者
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
し
て
い
た
。
祭
使
・
舞
人
を

は
じ
め
と
す
る
祭
列
従
事
者
に
と
っ
て
、
馬
の
調
達
や
制
御
は
と
く
に
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
知
人
に
助
力
を
請
う
た
の
で
あ
る
。

(

二)

習
舞
儀
礼
に
つ
い
て

前
節
で
舞
人
が
馬
の
制
御
に
つ
い
て
助
力
を
請
う
書
状
を
あ
げ
た
が
、
も
ち
ろ
ん

当
日
ま
で
に
舞
の
練
習
も
欠
か
せ
な
い
。
と
く
に
若
年
者
が
初
め
て
舞
人
を
務
め
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
父
親
ら
に
よ
っ
て
特
別
な
手
配
が
行
わ
れ
た
。

息
男
某
、
可
レ
奉
二

仕
臨
時
祭
舞
人
一
之
由
云
々
。
件
男
幼
少
之
上
、
本
性
愚

頑
、
無
レ
守
二
一
芸
一
。
就
レ
中
、
歌
舞
事
、
已
以
無
二
骨
法
一
。
雖
レ
然
、
無
レ

止
公
事
、
難
レ
搆
二
故
事
一
。
明
日
可
レ
招
二
舞
師
一
侍
。
白
地
、

枉
マ
ゲ
ン

レ
駕
乎
。

下
官
自
レ
本
性
拙
二
此
道
一
。
而
如
レ
此
之
事
、
見
知
之
人
尤
要
枢
也
。
仍
所
二

執
申
一
也
。
殊
有
二
允
容
一
耳
。
謹
言

十
一
月

日

左
大
弁

奉
上

雅
楽
頭
殿

伏
請
二
厳
旨
一

右
明
日
可
二
参
仕
一
之
状
、
所
レ
請
如
レ
件
。
抑
佐
殿
御
舞
事
、
尤
可
レ
然
也
。

感
申
不
レ

少
。

御
師
誰
人
乎
。

人

長

(

神
楽
人
の
長)

某
、

舞
体
雖
レ

無
二

廻

雪

之

曲

(

巧
み
に
袖
を
翻
し
て
舞
う
こ
と)

一
、
口
伝
猶
承
二
家
風
之
塵
一
。
最
初
舞
人
、
以
二
人
長
一

為
レ
師
者
是
例
事
也
。
又
青
レ
於
レ
藍
、
寒
レ
於
レ
水
、
専
不
レ
依
二
師
之
優
劣
一

者
也
。
仍
可
レ
被
二
召
仰
一
歟
。
参
候
之
次
、
可
レ
言
二

上
事
由
一
。
誠
惶
誠
恐

謹
言

廼
刻

雅
楽
頭
高
階

(『

明
衡
往
来』

第
二
一
状
表
・
裏)

返
状
に

｢

佐
殿｣

と
あ
る
の
で
左
大
弁
息
は
衛
門
府
ま
た
は
兵
衛
府
の
佐
と
考
え

ら
れ
る
。
父
左
大
弁
に
よ
れ
ば
佐
は
ま
だ
幼
く
舞
も
得
意
で
は
な
い
。
明
日

｢

舞
師｣

を
家
に
呼
び
指
導
さ
せ
る
が
、
自
分
も
舞
の
道
に
詳
し
く
な
い
た
め
、
そ
の
道
に
明

る
い
雅
楽
頭
に
臨
席
し
て
欲
し
い
と
述
べ
、
雅
楽
頭
も
了
承
す
る
。

賀
茂
お
よ
び
石
清
水
臨
時
祭
の
舞
人
・
陪
従
は
お
よ
そ
三
〇
日
前
に
決
定
、
二
・

三
日
前
に
試
楽
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、｢

於
二
楽
所
一
調
二

習
歌
舞
一｣

(『

政
事
要

略』

巻
二
八
・
年
中
行
事
十
一
月
下
・
賀
茂
臨
時
祭
所
引

『

蔵
人
式』)

さ
せ
る
が
、

摂
関
家
な
ど
王
卿
貴
族
の
子
弟
は
自
邸
に
舞
師
を
召
し
て
練
習
し
た

(

�)

。
舞
師
と
は
雅

楽
寮
所
属
の
諸
師
だ
が
、
一
一
世
紀
以
降
は
衛
府
官
人
等
の
舞
師
を
示
す
こ
と
も
多

い

(

�)

。康
和
四
年

(

一
一
〇
二)

一
一
月
二
八
日
賀
茂
臨
時
祭
で
は
藤
原
宗
忠
の
息
兵
衛

佐
宗
能
が

｢

新
舞
人｣

を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
一
六
日
、
秦

兼
方
を
舞
師
と
し
て
宗
能
に
舞
を
習
わ
せ
た

(『

中
右
記』)

。

招
二
右
近
将
曹
秦
兼
方
一
、
令
レ
習
二
始
兵
衛
佐
於
舞
一
。
是
臨
時
祭
新
舞
人
也
。

件
兼
方
為
二
近
衛
舎
人
中
長
之
上
一
、
又
人
長
也
。
仍
所
レ
用
二
舞
師
一
也
。

こ
こ
で
舞
師
に
人
長
を
用
い
た
の
は
、『

明
衡
往
来』

第
二
一
状
返
状
の

｢

最
初

舞
人
、
以
二
人
長
一
為
レ
師
者
是
例
事
也｣

と
対
応
し
よ
う
。

天
仁
元
年

(

一
一
〇
八)

一
二
月
一
六
日
賀
茂
臨
時
祭
で
は
摂
政
忠
実
の
息
右
中

将
忠
通
が
舞
人
と
な
り
、
一
一
月
二
八
日
に
忠
実
邸
中
門
廊
で
舞
始
を
行
な
っ
た
。

舞
師
下
毛
野
近
末
の
ほ
か
、
忠
実
父
方
の
叔
父
能
実
・
忠
教
や
母
方
の
従
兄
宗
忠
ら

の
公
卿
が
忠
実
に
招
か
れ
て
い
る

(『

殿
暦』

『

中
右
記』)

。
ま
た
仁
平
元
年

(

一
一

五
一)
一
一
月
二
五
日
賀
茂
臨
時
祭
で
は
左
少
将
藤
原
隆
長
が
舞
人
に
任
ぜ
ら
れ
、

父
左
大
臣
頼
長
は
九
日
に
舞
師
を
自
邸
に
召
し
、
舞
を
習
わ
せ
始
め
た
。

隆
長
始
習
レ
舞
、
臨
時
祭
、
於
二
東
中
門
廊
一
有
二
此
事
一
。
師
左
近
少
曹
兼

(

秦)

弘
、
布

衣
垂
袴
、
隆
長
布
衣
。
忠
基

(

藤
原)

、
兼

長

(

隆
長
兄)

等
卿
、
資
信
朝
臣
会
レ
之
。
事
了
。
忠
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基
卿
吹
レ
笛
、
予
和
レ
笙
。
近
方
陪
二
砌
下
一
撃
二
羯
鼓
一
。
隆
長
舞
二
万
歳
楽
一
、

上
下
歎
美
。

(『

宇
槐
記
抄』)

仁
平
元
年
の
舞
始
で
は
父
の
頼
長
が
笙
を
奏
で
た
が

(

頼
長
は

『

鳳
笙
師
伝
相
承』

に
見
え
る)

、
笛
を
担
当
し
た
忠
基

(

忠
教
男)

は
伴
奏
の
た
め
と
く
に
召
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
天
仁
元
年
の
宗
忠
も
管
弦
に
造
詣
が
深
く

(『

秦
箏
相
承
血
脈』

『

鳳

笙
師
伝
相
承』

『

大
家
笛
血
脈』)

、
神
楽
や
東
遊
を
伝
え
る
家
系
で
あ
る

(『

神
楽
血

脈』
『

東
遊
歌
図』)

。
舞
始
に
は
近
親
者
の
ほ
か
、
第
二
二
状
の
ご
と
く
舞
楽
の
道

に
明
る
い
者
が
と
く
に
招
か
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

ま
た
試
楽
前
日
に
は
個
人
で
の
最
終
練
習
と
い
う
べ
き
拍
子
合
が
行
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
も
舞
師
を
召
し
、
公
卿
・
殿
上
人
・
諸
大
夫
以
下
が
臨
席
し
た
。
寛
弘
七
年

(

一
〇
一
〇)

一
一
月
二
二
日
賀
茂
臨
時
祭
で
は
藤
原
行
成
の
息
侍
従
実
経
が
舞
人

に
定
め
ら
れ
た
。
二
〇
日
試
楽
の
日
は
御
物
忌
の
た
め
、
前
日
に
内
裏
の
公
信
宿
所

に
詰
め
て
拍
子
合
を
行
い
、
諸
大
夫
や
舞
師
の
茨
田
重
方
・
弘
近
父
子
が
出
席
し
た
。

明
日
試
楽
、
御
物
忌
。
仍
将
レ
参
二
実
経
一
、
宿
二
頭
中
将
(

藤
原
公
信)

宿
所
一
、
今
日
拍
子

合
。
権

弁

(

藤
原
経
通)

被
レ
過
、
召
二
武
員
一
打
レ
琴
。
諸
大
夫
十
余
人
輩
過
、
纏
二
頭
舞

師
重

方

等

(

茨
田
・
左
近
将
監)

一
。
饗
事
仰
付
�
�
。
重
方
禄
絹
三
疋
、
白
綿
褂
一
、
臨
時
。

余
又
脱
二
綿
衣
一
。
小
師
広

[

弘]

近

(

茨
田)

疋
絹
、
武
員
疋
絹
。
秉
燭
者
武
仁

(

物
部)
・
重
近
、

又
疋
絹
。

(『
権
記』)

臨
時
祭
の
例
で
は
な
い
が
、
長
保
三
年

(

一
〇
〇
一)

一
〇
月
四
日
に
左
近
中
将

藤
原
成
房
の
拍
子
合

(

七
日
に
東
三
条
院
四
十
御
賀
試
楽)

が
行
わ
れ
た
際
に
も
、

四
位
・
五
位
や
舞
師
・
楽
人
の
ほ
か
楽
所
預
が
臨
席
し
た
。

中
将
合
二
拍
子
一
、
四
位
・
五
位
一
両
来
会
、
聊
勧
二
酒
肴
一
、
舞
了
。
�

[

給
カ]�
儀

師
延
正
褂
一
重
・
袴
一
具
、
小
師
兼
吉
褂
一
重
、
自
余
楽
人
疋
絹
。
楽
所
預
宗

光
来
会
、
余
脱
レ
衣
給
レ
之
。
又
舞
師
・
楽
人
各
有
二
纏
頭
事
一
。

(『

権
記』)

こ
の
楽
所
預
宗
光
に
つ
い
て
荻
氏
は
、
伴
奏
者
に
楽
所
人
が
い
た
こ
と
や
御
賀
の

日
程
に
関
っ
て
い
た
行
成
と
の
打
ち
合
わ
せ
等
の
た
め
来
会
し
た
か
と
さ
れ
る
が

(

�)

、

第
二
一
状
と
同
様
、
舞
楽
の
道
に
明
る
い
知
人
に
臨
席
を
請
う
た
例
か
も
し
れ
な
い
。

な
お

『

蜻
蛉
日
記』

下
巻
に
よ
れ
ば
、
藤
原
道
綱
は
天
延
二
年

(

九
七
四)

一
一

月
二
三
日
賀
茂
臨
時
祭
の
前
々
日
、
急
遽
舞
人
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
父
兼
家

が
必
要
な
品
を
届
け
て
寄
越
し
、
さ
ら
に
試
楽
当
日
二
二
日
に
は
自
邸
に
呼
び
よ
せ
、

｢

も
ろ
と
も
に
立
ち
て
、

(

道
綱
と
一
緒
に
裁
ち
添
っ
て
、

舞
ひ
と
わ
た
り
な
ら
さ
せ
て
、

舞

を

ひ

と

と

お

り

練

習

さ

せ

て

、

ま
ゐ
ら
せ
て
け
り

参
内
さ
せ
た
の
だ
っ
た)｣

と
い

う
。
こ
の
当
時
か
ら
舞
人
の
習
舞
に
父
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
寛
弘
七
年
の
例
は
内
裏
宿
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
臨
席
者
は

権
左
中
弁
藤
原
経
通
と
諸
大
夫
十
余
人
ほ
ど
で
あ
り
、
長
保
三
年
も
四
位
・
五
位
が

一
・
二
人
と
あ
る
。
ま
た
東
三
条
院
四
十
御
賀
の
試
楽
の
前
日
に
行
な
わ
れ
た
左
大

臣
藤
原
道
長
の
二
児
、
鶴
君
・
巌
君

(

藤
原
頼
通
・
頼
宗)

童
舞
拍
子
合
に
も

｢

一

両
卿
相
・
殿
上
人
会
合｣

と
の
み
見
え
る

(『

権
記』

六
日
条)

。
摂
関
期
の
拍
子
合

に
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
の
公
卿
・
殿
上
人
は
参
会
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
れ
が
院
政
期
に
な
る
と
、
舞
人
が
練
習
を
終
え
て
、
指
導
し
た
舞
師
に
禄
を
給

う
拍
子
合
な
ど
の
儀
礼
に

｢

一
家
人
々｣

が
集
会
す
る
よ
う
に
な
る
。
藤
原
宗
能
が

初
め
て
舞
人
を
務
め
た
康
和
四
年
一
一
月
二
八
日
賀
茂
臨
時
祭
で
は
、
二
七
日
の
試

楽
の
あ
と
、
宗
能
の
六
角
亭
で
舞
師
兼
方
を
響
応
し
た
が
、
こ
こ
で
は

｢

一
家
人
々

七
八
人｣

が
舞
師
に
纏
頭
し
た
と
い
う

(『

中
右
記』)

ま
た
同
年
三
月
八
日
、
藤
原
宗
忠
第
で
弟
新
中
将
宗
輔
、
息
男
兵
衛
佐
宗
能

(

以

上
は
一
八
日
法
皇
五
十
賀
左
舞
人)

、
宗
重

(

九
日
法
皇
御
賀
試
楽
童
舞)

の
舞
人

三
人
拍
子
合
が
行
わ
れ
、
舞
師
に
禄
を
給
っ
た

(

�)

。
こ
の
ほ
か
内
殿
上
人
一
一
名
を
含

む
二
九
名
が
来
集
し
た
が
、
彼
ら
は
宗
忠
の
父
方
の
従
兄
弟(

信
通
・
伊
通
・
能
仲)

・

は
と
こ

(

基
隆)

、
父
宗
俊
の
父
方
の
従
弟

(

長
忠)

、
宗
忠
の
母
方
の
従
弟

(

藤
原

実
光)

、
父
宗
俊
の
母
方
の
従
兄
弟

(

源
国
明
・
実
明
・
能
明
・
明
憲)

、
宗
輔
母
の

一
族

(

源
師
隆
・
師
時
・
師
親
・
師
重
・
顕
国
・
季
房)

と
い
っ
た

｢

一
家
人
々

(

�)｣

、

お
よ
び
楽
人
等
で
あ
る
。
こ
の
御
賀
に
際
し
て
は
他
に
も
各
所
で
舞
人
拍
子
合
が
行

わ
れ

(

�)

、
そ
れ
ぞ
れ

｢
一
家
人
々｣

が
参
集
し
た

(『

中
右
記』)

。
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摂
関
家
で
も
、
天
仁
元
年
賀
茂
臨
時
祭
舞
人
の
忠
通
の
場
合
、
舞
師
近
末
が
院
に

候
ず
る
者
で
あ
る
た
め
一
〇
日
密
々
に
饗
応
の
み
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
忠
実
の

父
方
の
叔
父

(

家
忠
・
経
実
・
能
実
・
忠
教)

、
母
方
の
従
兄
宗
忠
ら
公
卿
七
名
と

殿
上
人
七
八
人
が
参
会
し
た

(『

殿
暦』

『

中
右
記』)

。
公
卿
の
う
ち
宗
忠
や
源
基
綱

(『

琵
琶
血
脈』

『
神
楽
血
脈』)

が
来
会
し
た
の
は
、
管
絃
や
神
楽
な
ど
に
通
じ
る
者

と
し
て
と
く
に
召
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

院
政
期
に
は
父
子
を
単
位
と
す
る

｢

家｣

の
成
立
に
伴
い
、
父
方
・
母
方
・
妻
方

等
を
含
め
た

｢

一
家｣

が
日
常
的
に
そ
れ
を
相
互
扶
助
す
る
よ
う
に
な
る

(

�)

。
た
と
え

ば
非
摂
関
家
の
慶
賀
行
列
で
も
、
摂
関
期
に
は
子
や
甥
な
ど
ご
く
近
い
近
親
者
し
か

従
わ
な
か
っ
た
も
の
が
、
院
政
期
に
は
よ
り
広
い
範
囲
の
親
族
が
多
数
扈
従
す
る
よ

う
に
な
っ
た

(

�)

。
拍
子
合
な
ど
の
習
舞
儀
礼
に
一
家
人
々
が
集
会
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
、
こ
う
し
た
家
族
関
係
の
変
化
に
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(

三)

見
物
報
告
と
神
館
で
の
交
流

祭
列
は
ひ
と
り
で
な
く
、
た
い
て
い
誰
か
を
誘
っ
て
一
緒
に
見
物
す
る
も
の
で
あ
っ

た

(

�)

。『

明
衡
往
来』

第
一
〇
状
に
よ
れ
ば
、
参
議
伴
の
自
邸
に
藤
亜
将
と
源
拾
遺
が

来
訪
し
、
稲
荷
祭
見
物
に
誘
わ
れ
た
と
い
う
。

依
レ
無
二
指
事
一
、
久
不
二
出
仕
一
侍
。
只
偃
二
息
蓬
屋
一
耳
。
而
昨
日
藤
亜
将

(

中
将)

・

源
拾
遺

(

侍
従)

忽
以
二

光
儀

(

来
訪)

一

談
云
、
今
日
稲
荷
祭
也
、
密
々
欲
二

見
物
一

、
如
何
。

不
レ
能
二
固
辞
一
、

�

ナ
マ
ジ
イ
ニ

以
二
饗
応
一
、
相
共
同
乗
到
二
七
条
大
路
一
。(

後
略)

こ
の
ほ
か
書
状
で
誘
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
日
吉
祭
見
物
の
例
で
あ
る
が
、

『

高
山
寺
本
古
往
来』

第
三
八
状
で
は

｢

仍
馬
庭
之
辺
、
富
津
之
間
令
レ
構
二
設
敷
サ
ジ
キ

一
、

殊
无
二
御
障
一
以
二
明
日
払
暁
一
忝

枉
マ
グ
レ
バ

二
光
臨
一
尤
所
レ
望
也｣

と
桟
敷
へ
の
来
臨

を
請
う
て
い
る
。
ま
た
時
代
は
下
る
が

『

御
慶
往
来』

(

鎌
倉
末
成
立)

四
月
状
は
、

賀
茂
祭
見
物
の
桟
敷
に
候
ず
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た
御
房
丸
が
了
承
す
る
内
容
で
あ
る
。

こ
う
し
た
見
物
の
状
況
は
書
状
や
面
談
に
よ
っ
て
互
い
に
報
告
さ
れ
、
情
報
が
交

換
・
共
有
さ
れ
た

(

�)

。

昨
日
罷
二

向
祭
使
所
一
、
未
レ

�
ア
タ
タ
メ

レ
座
之
間
、
自
レ
内
有
レ
召
、
仍
触
二
事
由

於
彼
中

将

(

使
中
将)

一
、
即
参
内
。
為
二
御
使
一
参
二
斎
院
一
。
少
時
、
賜
二
御
返
事
一
帰

参
。
又
依
レ

無
二

人
数
一

、
勤
二

仕
陪
膳
一

畢
。
招
二

藤
李

部

(

式
部
卿)

一

相
載
、
向
二

一

条
大
路
一
。
微

牛

(

痩
せ
た
牛)

蹄
遅
、
解
退
殊
甚
、
其
使
半
渡
之
比
也
。
使
中
将
物
具
等
、

甚
以
美
麗
也
。
関
白
殿
之
小
栗
毛
、
牽
馬
之
体
、
尤
有
二
其
興
一
。
沛

艾

(

勇
み
立
つ
馬)

之
間
、
其
汗
有
レ
色
。
若
是
汗
血
馬

(

龍
馬)

之
種
歟
。
見
物
之
者
、
莫
レ
不
二
感
歎
一
。

内
侍
御
前
帯
刀
某
丸
、
忽
以
落
馬
、
所
レ
騎
者
駑

駘

(

遅
い
馬)

也
。
是
桃

尻

(

乗
馬
が
下
手)

之
所
レ

致
歟
。
其
巾
子
已

蟄
ヒ
シ
ゲ
テ

、
如
二
林

宗

之

冠

(

巾
の
角
が
折
れ
た
冠)

一
。
上
下
人
々
、
抵
タ
タ
ク

レ
掌
耳
。

薄
暮
事
訖
。
又
依
二
春
日
行
幸
御
装
束
等
一
参
内
。
丑
一
刻
退
二
蓬
門

(

自
邸)

一
。
今
日

可
レ
罷
二
寄
神
館
辺
一
、
為
レ
訪
二
亜

将

(

使
中
将)

一
也
。
昨
今
依
二
堅
固
御
物
忌
一
令
二
籠

居
一

給
之
由
云
々
。
仍
昨
日
事
、
大
概
所
二

注
申
一

也
。
事
々
、
明
旦
参
二

門

下
一
可
二
申
承
一
候
之
状
如
レ
件
。

四
月

日

侍
従
源

謹
上

左
馬
頭
殿

近
曽
有
下
如
二
怪
異
一
事
上
、
卜
筮
所
レ
告
不
レ
快
。
仍
昨
日
今
日
閑
レ
門
蟄
居
。

不
レ
異
二
井
蛙
一
。
境
節
無
レ
便
之
比
也
。
然
而
全
レ
身
奉
レ
公
是
臣
之
忠
也
。

祭
間
事
、
鬱
結
殊
甚
。
故
給
二
恩
誨

(

消
息)

一
、
如
二

�
レ
靄
望
レ－

月
。
欣
躍
々
々
。
今

朝
或
者
来
二
門
外
一
、
示
二
雑
事
一
之
次
報
云
、
昨
日
春
宮
亮
出
立
之
処
、
知
音

之
輩
多
以
到
訪
。
盃
酌
無
算
、
満
座
淵
酔
。
此
間
事
々
懈
緩
、
引
及
二
申
刻
一
、

僅
以
参
レ
宮
云
々
。
実
歟
、
如
何
。
職
掌
之
人
、
豈
可
レ
然
乎
。
雖
二
無
益
之

事
一

、
密
々
所
レ

啓
也
。
莫
レ

及
二

披
露
一

。
明
日
可
二

光
臨
一

之
由
、
有
二

其

命
一
。
家
已
席
門

(

貧
家)

也
。
若
留
二
長
者
之
車
轍
一
、
恐
有
二
衆
口
銷ケス
レ
金
之

	
ソ
シ
リ

一
。

努
力
々
々
。
只
今
於
二
禁
掖
辺
一
可
レ
蒙
二
温
言
一
也
。
不
具
謹
言

即
時

左
馬
頭
藤
原

(『

明
衡
往
来』

第
一
一
状
表
・
裏)
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第
一
一
状
往
状
は
堅
固
物
忌
に
よ
り
賀
茂
祭
見
物
で
き
な
か
っ
た
左
馬
頭
に
、
侍

従
源
が
見
物
状
況
を
翌
日
消
息
で
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
源
侍
従
は
藤
李
部
を
誘
っ

て
一
条
大
路
へ
見
物
に
向
か
い
、
使
中
将
の
物
具
が
す
ば
ら
し
く
関
白
か
ら
借
り
た

馬
が
見
事
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
使
内
侍
の
前
駆
を
務
め
て
い
た
帯
刀
が
落
馬
し
て
冠

の
巾
子
が
折
れ
見
物
人
が
大
笑
い
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
こ
れ
を
受
け
左
馬
頭
は
返

状
で
、
今
朝

｢

或
者｣
よ
り
伝
え
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
春
宮
使
た
る

亮
の
出
立
所
に

｢

知
音
之
輩｣
が
大
勢
来
訪
し
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
た
め
出
発
が
遅
れ
、
申
刻
に
よ
う
や
く
東
宮
に
参
上
し
た
と
い
う
。

さ
て
こ
の
第
一
一
状
に
よ
れ
ば
、
侍
従
源
は
近
衛
使
中
将
の
出
立
所
に
訪
問
し
、

ま
た
東
宮
使
で
あ
る
亮
の
出
立
所
に
も
多
く
の
知
音
の
輩
が
来
訪
し
て
い
る
。
摂
関

期
以
降
、
貴
族
私
邸
が
出
立
所
と
な
り
出
立
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、『

西
宮
記』

巻
九
・
祭
使
事
お
よ
び

『

江
家
次
第』

巻
六
・
賀
茂
祭
使
に
見
え
る

(


)

。

さ
ら
に
往
状
に
よ
れ
ば
源
侍
従
は
本
日
の
還
立
に
も
神
館
に
使
中
将
を
訪
問
す
る

予
定
で
あ
る
と
い
う
。
殿
上
人
・
諸
大
夫
は
早
い
時
期
か
ら
神
館
に
祭
使
や
斎
院
女

房
を
訪
問
し
て
い
た
。
永
観
元
年

(

九
八
三)

四
月
の
賀
茂
祭
日
に
斎
院
選
子
内
親

王
の
女
房
進
が
、｢

大
夫
の
君

(

�)｣

に
神
館
を
訪
れ
る
よ
う
詠
み
か
け
て
い
る
。

神
館
に
て
、
左
大
将
殿

(

藤
原
朝
光)

の
大
夫
の
君
の
も
と
に
、
葵
に
書
き
て
、
進

今
日
ば
か
り
こ
そ
葵
か
ざ
さ
め

(

今
日
だ
け
は
お
逢
い
し
て
葵
を
か
ざ
し
と
し
て
挿
し
ま
し
ょ
う)

大
夫

た
ち
か
へ
る
朝
の
ほ
ど
の
わ
び
し
き
は

(

あ
な
た
が
戻
ら
れ
る
朝
の
ひ
と
と
き
は
何
と
も
切
な
い
も
の
で
す
よ)

と
、
い
と
と
く
、
よ
う
の
た
ま
へ
り
。

(『

大
斎
院
前
の
御
集』)

神
館
の
構
造
は

『

明
月
記』

承
元
元
年

(

一
二
〇
七)

四
月
一
七
日
条

｢

神
館
指

図｣

に
描
か
れ
る
が
、
こ
こ
に
も

｢

相
訪
人
々
車
在
二
此
辺
一｣

と
記
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
公
卿
や
蔵
人
頭
と
い
っ
た
地
位
の
高
い
者
は
、
従
来
は
私
的
に
神
館
を
来
訪

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
長
徳
三
年

(

九
九
七)

四
月
一
七
日
賀
茂
祭
で
は

蔵
人
頭
二
名
が
来
訪
し
た
が
、
実
資
は

｢

往
古
不
レ
聞
之
事
也｣

と
非
難
す
る
。

伝
聞
、
祭
使
少
将
神
舘
宿
所
蔵
人
頭
二
人

(

藤
原
行
成
・
同
正
光)

及
雲
上
人
々
七
八
人
来
訪
、
脱
レ

衣
被
二
近
衛
府
官
人
已
下
一
云
々
。
蔵
人
頭
向
二
此
処
一
、
往
古
不
レ
聞
之
事
也
。

末
代
之
事
太
軽
忽
々
々
。

し
か
し
次
第
に
公
卿
ま
で
も
が
神
館
を
私
的
に
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。
長
和
元

年

(

一
〇
一
二)

四
月
二
五
日

(

還
立
日)

、
藤
原
資
平
は
中
納
言
藤
原
行
成
の
誘

い
で
神
館
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
寛
仁
二
年

(

一
〇
一
八)

四
月
二
三
日
に
は
祭
使

藤
原
長
家
の
神
館
宿
所
に
舅
の
行
成
や
母
方
の
伯
父
経
房
、
同
母
兄
能
信
ら
の
公
卿

が
来
訪
し
た
。
実
資
は

｢

近
代
間
有
二
此
事
一
。
卿
相
作
法
不
レ
異
二
凡
人
一｣

と
非

難
す
る
が
、
当
時
す
で
に
公
卿
の
神
館
訪
問
は
通
例
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

近
衛
府
使
中
将
長
家

(

藤
原)

神
館
宿
所
上
達
部
訪
来
云
々
。
近
代
間
有
二
此
事
一
。
卿

相
作
法
不
レ

異
二

凡
人
一

。
会
合
卿
相
、
侍
従
中
納
言
行
成

(

藤
原)

・
中
宮
権
大
夫

経
房

(

源

)

・
新
中
納
言
能
信

(

藤
原)

・
二
位
宰
相
兼
隆

(

藤
原)

・
右
大
弁
朝
経

(

藤
原)

及
殿
上
人
・
諸
大
夫

等
云
々
。

さ
ら
に
万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

四
月
一
七
日
賀
茂
祭
で
は
、
関
白
頼
通
の
猶
子

源
師
房
が
祭
使
を
務
め
た
た
め
か
万
事
豪
華
に
行
わ
れ
た
が
、
道
長
の
も
と
で
見
物

し
て
い
た
兼
隆
以
下
の
公
卿
が
、
道
長
の
指
示
に
よ
り
使
中
将
神
館
幄
に
向
か
い
、

脱
衣
し
て
祭
列
従
事
者
に
賜
っ
た
と
あ
る
。
公
卿
の
神
館
訪
問
が
道
長
政
権
下
に
次

第
に
大
掛
か
り
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

依
二

禅
門

(

道
長)

気
色
一

左
衛
門
督
兼
隆

(

藤
原)

、
新
中
納
言
長
家

(

藤
原)

、
参
議
資
平

(

藤
原)

・
通
任

(

藤
原)

・

兼
経

(

藤
原)

等
向
二
中

将

(

源
師
房
カ)

神
館
幄
一
脱
レ
衣
。
殿
上
・
地
下
人
多
会
。

(

以
上

『

小
右
記』)

長
久
元
年

(

一
〇
四
〇)

四
月
二
六
日
の
還
立
で
は
、
蔵
人
頭
藤
原
資
房
は
天
皇

の
仰
せ
を
伝
え
る
た
め
内
裏
か
ら
神
館
に
向
か
っ
た
が
、
す
で
に
多
く
の
公
卿
・
殿

上
人
が
来
訪
し
、
饗
饌
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う

(『

春
記』)

。

本
来
、
祭
列
従
事
者
以
外
の
公
卿
は
祭
使
出
立
所
で
酒
宴
に
参
加
し
、
路
上
で
祭

列
を
見
物
し
、
還
立
日
に
還
饗
に
参
加
す
る
の
み
で
あ
り
、
神
館
を
訪
問
す
る
こ
と
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は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
一
世
紀
に
な
る
と
殿
上
人
・
諸
大
夫
の
ほ

か
、
友
誼
関
係
や
近
親
関
係
に
あ
る
公
卿
ま
で
も
私
的
に
来
訪
す
る
よ
う
に
な
り
、

さ
ら
に
そ
れ
が
道
長
の
意
向
に
よ
り
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『

明
衡
往
来』

第
一

一
状
は
こ
う
し
た
段
階
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
院
政
期
に
は
再
び
様
相
が
一
変
す
る
。
還
立
日
に
上
皇
が
神
館
に
御
幸
し
、

大
臣
・
公
卿
以
下
、
と
き
に
は
関
白
ま
で
も
が
扈
従
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
路
上
で

の
見
物
と
同
様
、
神
館
に
も
上
皇
を
頂
点
と
す
る
政
治
秩
序
が
及
ん
だ
の
で
あ
る

(

�)

。

午
刻
殿

下

(

関
白
師
実)

・
北
政
所

(

源
麗
子)

令
レ

参
二

紫
野
神
館
一

給
、
北
政
所
紫
野
辺
留
給
、

予

(

内
大
臣
師
通)

参
レ
院
、(

中
略)
院

(
白
河)

乗
二
御
御
車
一
、
余
騎
馬
云
々
。
右
大
臣

(

源
顕
房)

直

衣
。
紫
野
被
レ
立
二
御
車
一
、
更
神
館
為
二
御
覧
一
度
御
、
已
事
成
由
、
更
帰
二

紫
野
一
御
車
立
、
度
事
如
レ
恒
。

(『

後
二
条
師
通
記』

寛
治
五
年

(
一
〇
九
一)

四
月
二
一
日)

上
皇

(

白
河)

有
二
御
見
物
一
、(

中
略)

大
臣
以
下
公
卿
十
七
人
、
直衣
、
殿
上
人
五
十
人

許
�
�
下
人

或
束
帯
、

前
駆
。(

中
略)

殿

下

(

関
白
忠
実)

御車
、
扈
従
。
未
刻
許
、
先
御
二
覧
神
館
辺
一
、

次
立
二
御
車
於
知
足
院
大
門
南
辺
一
。

(『

中
右
記』

嘉
承
二
年

(

一
一
〇
七)

四
月
一
八
日
条)

上
皇
御
幸
が
な
い
場
合
で
も

｢

午
時
許
参
二
右
大
臣
殿

(

藤
原
忠
実)

一
、
為
二
御
供
一
参
二
神
館

斎
王
御
所
一
、
権
大
納
言

(

藤
原
家
忠)

家
、
中
宮
権
大
夫

(

藤

原

能

実

)

能
、
新
宰
相
中
将

(

藤

原

家

政

)

家
、
殿
上
人
両
三
人
扈

従｣
(『

中
右
記』

康
和
四
年

(

一
一
〇
二)

四
月
二
六
日
条)

の
よ
う
に
摂
関
家
の

忠
実
に
少
数
の
近
親
公
卿
と
殿
上
人
が
扈
従
す
る
。
も
ろ
ち
ん
前
日
や
夜
間
・
早
朝

に
個
人
的
に
神
館
を
訪
問
す
る
公
卿
・
殿
上
人
も
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
段

階
で
は
神
館
訪
問
は
も
は
や
友
誼
関
係
等
に
基
づ
く
私
的
な
行
為
な
だ
け
で
な
く
、

公
的
な
儀
礼
的
様
相
を
帯
び
た
、
上
皇
や
摂
関
家
へ
の
奉
仕
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。

な
お
神
館
を
訪
れ
な
い
場
合
で
も
、
神
館
で
は
祭
使
や
女
房
と
の
和
歌
の
贈
答
が

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
永
観
元
年
賀
茂
祭
に
は
斎
院
女
房
進
が
大
夫
の
君
に
詠
み
か
け

た
が
、
逆
に
神
館
へ
遣
わ
し
た
歌
も
あ
る
。
後
冷
泉
朝
前
半
期
に
斎
院
�
子
内
親
王

に
仕
え
た
皇
后
宮
美
作

(

源
資
定
女)

は
、
後
三
条
朝
の
賀
茂
祭
還
立
日
に
昔
を
懐

か
し
み
、
斎
院
佳
子
内
親
王
に
仕
え
る
女
房
に
詠
み
遣
わ
し
た
。

�
子
内
親
王
賀
茂
の
斎
院
と
聞
え
け
る
時
、
女
房
に
て
侍
け
る
を
、
年
経

て
、
後
三
条
院
の
御
時
、
斎

院

(

佳
子
内
親
王)

に
侍
り
け
る
人
の
も
と
に
、
昔
を
思

ひ
い
で
て
祭
の
か
へ
さ
の
日
、
神
館
に
つ
か
は
し
け
る
。

皇
后
宮
美
作

聞
か
ば
や
な
そ
の
か
み
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
あ
り
し
昔
の
お
な
じ
声
か
と

(『

後
拾
遺
和
歌
集』

巻
三
・
夏)

ま
た
神
館
内
で
、
祭
使
か
ら
斎
院
女
房
や
官
人
へ
遣
わ
す
こ
と
も
あ
る
。
藤
原
実

方

(

〜
九
九
八)

は
祭
使
を
務
め
た
折
、
斎
院
女
房
へ
以
下
の
歌
を
詠
ん
だ
。

祭
の
使
に
て
神
館
の
宿
所
よ
り
斎
院
女
房
に
つ
か
は
し
け
る
。

藤
原
実
方
朝
臣

ち
は
や
ぶ
る
い
つ
き
の
宮
の
旅
寝
に
は
あ
ふ
ひ
ぞ
草
の
枕
な
り
け
る

(『

千
載
和
歌
集』

巻
一
六
・
雑
歌
上)

備
前
典
侍

(

源
雅
通
女)

が
女
使
を
務
め
た
日
、
神
館
で
は
大
勢
が
ご
機
嫌
伺
い

に
や
っ
て
き
た
の
に
、
藤
原
長
房

(

お
そ
ら
く
斎
院
長
官
の
時
。
永
承
三
年

(

一
〇

四
八)

任)

が
姿
を
見
せ
な
い
の
で
、
次
の
歌
を
詠
み
遣
わ
し
た
。

祭
の
使
し
て
、
神
館
に
侍
り
け
る
に
、
人
々
多
く
と
ぶ
ら
ひ
に
お
と
な
ひ

侍
け
る
を
、
大
蔵
卿
長
房
見
え
侍
ら
ざ
り
け
れ
ば
つ
か
は
し
け
る
。

備
前
典
侍

ほ
と
と
ぎ
す
名
告
り
し
て
こ
そ
知
ら
る
な
れ
訪
ね
ぬ
人
に
告
げ
や
や
ら
ま
し

(『

後
拾
遺
和
歌
集』

巻
三
・
夏)

逆
に
斎
院
女
房
か
ら
祭
使
へ
詠
み
か
け
る
こ
と
も
あ
る
。
藤
原
家
通
は
中
将
で
あ
っ

た
と
き

(
一
一
六
〇
〜
六
六)

賀
茂
祭
で
祭
使
を
務
め
た
が
、
還
立
の
朝
、
斎
院
女

房
か
ら
以
下
の
歌
が
遣
わ
さ
れ
た
と
い
う
。

左
衛
門
督
家
通
、
中
将
に
侍
り
け
る
時
、
祭
の
使
に
て
神
館
に
泊
り
て
侍

り
け
る
暁
、
斎
院
の
女
房
の
中
よ
り
遣
は
し
け
る
。

読
人
し
ら
ず
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立
ち
出
づ
る
な
ご
り
あ
り
あ
け
の
月
影
に
い
と
ど
語
ら
ふ
郭

公

ほ
と
と
ぎ
す

か
な

(『

新
古
今
和
歌
集』

巻
一
六
・
雑
歌
上)

こ
う
し
た
神
館
と
外
部
、
も
し
く
は
神
館
内
部
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
和
歌
や
、
上

皇
・
関
白
以
下
公
卿
・
殿
上
人
ら
の
神
館
訪
問
記
事
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
賀
茂
祭

時
の
神
館
は
、
職
務
上
の
関
係
の
ほ
か
、
政
治
秩
序
や
友
誼
関
係
・
近
親
関
係
と
い
っ

た
あ
ら
ゆ
る
貴
族
社
会
の
社
会
的
関
係
が
集
約
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
。

以
上
第
二
章
で
は
祭
列
に
関
す
る
数
多
く
の
消
息
が
、
早
く
は
中
少
将
任
命
時
か

ら
準
備
段
階
、
祭
の
後
ま
で
、
各
所
で
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

祭
列
従
事
者
以
外
の
者
も
、
祭
使
・
舞
人
も
し
く
は
そ
の
父
親
と
の
友
誼
関
係
に
基

づ
き
馬
の
制
御
指
導
や
習
舞
儀
礼
に
立
ち
会
い
、
ま
た
友
人
や
近
親
者
が
出
立
所
や

神
館
を
激
励
の
た
め
に
訪
問
し
、
和
歌
で
交
流
を
深
め
た
。
た
だ
し
そ
の
な
か
に
は

院
政
期
に
習
舞
儀
礼
の
よ
う
に
一
家
人
々
集
結
の
場
に
な
っ
た
り
、
神
館
に
上
皇
や

関
白
を
頂
点
と
す
る
政
治
秩
序
が
及
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
時
代
の
変
遷
に
と
も
な
い

機
能
す
る
社
会
的
関
係
や
意
義
が
変
化
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
平
安
貴
族
社
会
の
行
列
を
め
ぐ
り
、
い
か
に
多
元
的
・
重
層
的
な
社
会

的
関
係
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
機
能
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
祭
列

で
の
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

祭
列
従
事
者
の
用
い
る
物
品
は
多
元
的
・
重
層
的
な
社
会
的
関
係
に
よ
り
調
達
さ

れ
た
。
賀
茂
祭
や
春
日
祭
の
祭
列
従
事
者
は
、
上
皇
・
摂
関
や
公
卿
・
殿
上
人
、
従

属
関
係
に
あ
る
者
に
、
装
束
や
馬
・
馬
具
な
ど
を
依
頼
も
し
く
は
分
配
し
た
。
装
束

を
分
配
さ
れ
た
側
は
、
女
工
・
女
房
・
妻
女
に
裁
縫
・
染
色
さ
せ
、
職
人
に
特
殊
加

工
さ
せ
て
仕
上
げ
、
献
上
す
る
。
賀
茂
祭
の
扇
は
斎
院
自
身
で
準
備
す
る
か
、
天
皇
・

上
皇
・
関
白
な
ど
が
分
担
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
殿
上
人
や
蔵
人
所
等
に
調
進
を
分
配

し
、
殿
上
人
等
は
さ
ら
に
画
師
に
扇
絵
を
描
か
せ
て
完
成
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
準
備
過
程
で
祭
使
や
舞
人
の
父
親
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

祭
使
に
か
わ
り
父
親
が
装
束
等
を
依
頼
し
返
却
す
る
こ
と
も
あ
り
、
出
立
儀
・
還
饗

を
主
催
し
、
習
舞
儀
礼
に
舞
師
や
近
親
者
、
舞
の
道
に
明
る
い
知
人
を
招
く
の
も
父

親
の
役
目
で
あ
っ
た
。
ま
た
友
誼
関
係
も
大
き
く
機
能
し
た
。
扇
調
進
を
分
配
さ
れ

た
殿
上
人
は
扇
絵
を
画
師
に
描
か
せ
て
調
進
す
る
が
、
知
人
に
画
師
斡
旋
を
依
頼
す

る
場
合
も
あ
っ
た
。
賀
茂
祭
女
使
か
ら
出
車
を
依
頼
さ
れ
た
公
卿
・
殿
上
人
は
、
手

元
に
し
か
る
べ
き
車
が
無
け
れ
ば
知
人
に
替
わ
り
を
頼
む
。
馬
の
制
御
指
導
や
舞
の

監
修
の
た
め
、
知
人
に
来
訪
を
請
う
場
合
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
祭
当
日
は
友
人
を
見

物
に
勧
誘
し
、
祭
後
は
消
息
等
に
よ
り
情
報
を
交
換
・
共
有
し
あ
う
。
神
館
の
祭
列

従
事
者
を
友
人
や
近
親
者
が
訪
ね
、
歌
を
詠
み
あ
い
、
交
流
を
深
め
た
。

こ
の
よ
う
に
祭
列
を
め
ぐ
っ
て
は
、
多
元
的
・
重
層
的
な
社
会
的
関
係
が
広
範
囲

に
わ
た
っ
て
機
能
し
て
い
た
。
た
だ
し
時
代
の
変
遷
に
と
も
な
い
機
能
す
る
社
会
的

関
係
や
意
義
の
変
化
も
見
ら
れ
る
。
従
来
、
女
使
か
ら
個
人
的
に
依
頼
し
て
い
た
出

車
は
一
一
世
紀
半
ば
以
降
、
朝
廷
か
ら
公
卿
に
分
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

摂
関
期
に
は
公
卿
・
殿
上
人
ら
は
祭
列
従
事
者
と
の
友
誼
関
係
に
よ
り
神
館
を
訪
問

し
て
い
た
が
、
院
政
期
に
な
る
と
上
皇
や
関
白
の
供
と
し
て
従
う
よ
う
に
な
り
、
上

皇
や
関
白
を
頂
点
と
す
る
政
治
秩
序
が
及
ん
で
い
る
。
院
政
期
に
は
習
舞
儀
礼
に
も

一
家
人
々
が
参
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
儀
礼
に
は
院
政
期
に
は
大
規
模

で
組
織
的
な
社
会
的
関
係
が
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
公
的
な
儀
礼
と
し
て
み

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
今
回
は

『

明
衡
往
来』

や

『

高
山
寺
本
古
往
来』

を
は
じ
め
と
す
る
古
往
来

を
扱
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
関
係
が
忠

実
に
具
体
的
に
映
し
出
さ
れ
、
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
史
料
と
し
て
十
分
活
用
で
き

る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
古
往
来
は
実
際
に
使
用
さ
れ
た
消
息
類
と
考
え
ら
れ

る
た
め
文
学
作
品
よ
り
事
実
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
、
ま
た
日
常
的
な
友
誼
関
係
に

つ
い
て
の
内
容
も
古
記
録
以
上
に
具
体
性
に
富
む
。
差
出
人
や
宛
先
の
身
分
も
、
例
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え
ば

『

明
衡
往
来』

で
は
四
位
・
五
位
を
中
心
と
し
て
公
卿
か
ら
下
級
官
吏
・
地
方

官
・
無
官
・
僧
侶
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
る

(

�)

。
今
後
は
こ
う
し
た
古
往
来
等
を
さ
ら
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
友
誼
関
係
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
貴
族
社
会
の
日
常
的
な
社
会

的
関
係
の
実
態
と
意
義
を
、
よ
り
広
い
範
囲
で
探
求
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
一
一
世
紀
中
葉
は
文
献
史
料
が
あ
ま
り
多
く
残
っ
て
い
な
い
期
間
で
も
あ
り
、

こ
の
時
期
に
編
ま
れ
た

『
明
衡
往
来』

は
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
貴
族

社
会
の
変
化
を
探
る
た
め
の
貴
重
な
手
が
か
り
と
も
な
り
う
る
で
あ
ろ
う

(

�)

。

[

註]

(

１)

吉
川
真
司

｢

摂
関
政
治
の
転
成｣

(『
律
令
官
僚
制
の
研
究』

、
塙
書
房
、
一
九
九
八

年
。
初
発
表
は
一
九
九
五
年)

、
佐
藤
泰
弘

｢
平
安
時
代
に
お
け
る
国
家
・
社
会
編
成

の
転
回｣

(『

日
本
中
世
の
黎
明』

所
収
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
。

初
発
表
は
一
九
九
五
年)

ほ
か
。

(

２)
｢

平
安
貴
族
社
会
の
行
列
―
慶
賀
行
列
を
中
心
に
―｣

(『
日
本
史
研
究』

四
四
七
号
、

一
九
九
九
年)

、｢

行
列
空
間
に
お
け
る
見
物｣

(『

日
本
歴
史』
六
六
〇
号
、
二
〇
〇

三
年)

、｢

行
列
空
間
に
お
け
る
女
性
―
出
車
を
中
心
に
―｣

(『
古
代
文
化』

五
六
巻

五
号
、
二
〇
〇
四
年)

。

(

３)

本
稿
で
の
引
用
は
、
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編

『

高
山
寺
本
古
往
来
・
表

白
集』

(

高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年)

に
拠
る
。

(

４)

本
稿
で
の
引
用
は
、
石
川
謙
編

『

日
本
教
科
書
大
系

往
来
編』

第
一
巻
古
往
来

(

一)
(

講
談
社
、
一
九
六
八
年)

に
拠
り
、
三
保
忠
夫
・
三
保
サ
ト
子
編

『

雲
州
往

来

享
禄
本

索
引
篇

研
究
と
総
索
引』

(

和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年)

を
参
照
し
た
。

ま
た
引
用
の
際
は
原
注
を
除
き
、
必
要
に
応
じ
て
解
釈
と
振
り
仮
名
を
つ
け
た
。
な

お
著
者
藤
原
明
衡
の
経
歴
、
お
よ
び
写
本
・
刊
本
等
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
三
保
忠

夫

『

藤
原
明
衡
と
雲
州
往
来』

(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年)

参
照
。

(

５)

石
井
進

｢

中
世
成
立
期
の
軍
制｣

(『

石
井
進
著
作
集』

五
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇

五
年
。
初
発
表
は
一
九
六
九
・
一
九
七
一
年)

。

(

６)

ほ
か

『

年
中
行
事
秘
抄』

十
月
に
永
承
六
年

(

一
〇
五
一)

一
一
月
六
日
付
賀
茂
、

『

朝
野
群
載』

巻
六
・
神
祇
官
に
保
安
二
年

(

一
一
二
一)

二
月
三
〇
日
付
石
清
水
、

『

兵
範
記』

仁
安
三
年

(

一
一
六
八)

一
二
月
二
日
条
に
賀
茂
、『

吉
記』

治
承
四
年

(

一
一
八
〇)

四
月
八
日
条
に
石
清
水
、
の
各
臨
時
祭
の
装
束
分
配
が
載
る
。

(

７)

三
橋
正

｢｢

臨
時
祭｣

の
特
徴
と
意
味｣

(『

平
安
時
代
の
信
仰
と
宗
教
儀
礼』

、
続

群
書
類
従
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
。
初
発
表
は
一
九
八
六
年)

。

(

８)

三
橋
註

(

７)

論
文
、｢

摂
関
期
の
春
日
祭｣

(

註

(

７)

書
、
初
発
表
は
一
九
八

六
年)

。

(

９)

道
長
政
権
期
以
降
、
摂
関
家
嫡
男
が
祭
使
を
務
め
る
場
合
に
は
后
宮
か
ら
も
送
ら

れ
た
例
が
見
え
る

(『

御
堂
関
白
記』

寛
弘
元
年

(

一
〇
〇
四)

二
月
五
日
条
、
頼
通

が
春
日
祭
使
。『

中
右
記』

寛
治
二
年

(

一
〇
八
八)

一
一
月
一
一
日
条
、
忠
実
が
春

日
祭
使)

。
頼
通
猶
子
で
あ
る
源
師
房
が
祭
使
と
考
え
ら
れ
る
万
寿
元
年

(

一
〇
二
四)

四
月
一
七
日
賀
茂
祭
で
も

｢

宮
々｣

か
ら
送
ら
れ
て
い
る

(『

小
右
記』)

。

な
お
賀
茂
祭
・
春
日
祭
装
束
の
う
ち
舞
人
の
下
襲
・
半
臂
や
陪
従
装
束
は
、
院
政

期
に
は

｢

舞
人
下
襲
、
右
大
臣
殿

(

藤
原
忠
実)

、
陪
従
装
束
、
方
大
将

(

源
雅
実)｣

(『

中
右
記』

康
和
四
年

(

一

一
〇
二)

一
一
月
二
日)

と
、
摂
関
家
お
よ
び
方
大
将
に
申
請
す
る
の
が
例
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
摂
関
期
に
は

｢

舞
人
下
襲
、
中
宮
大
夫

(

藤
原
道
綱)｣

｢

陪
従
装
束
、
権
大
納
言

(

藤
原
頼
通)｣

(『

小
右
記』

長
和
三
年

(

一
〇
一
四)

二
月
三
日
条
、
春
日
祭)

の
ご
と
く
例
と
し

て
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
摂
関
に
障
り
あ
れ
ば
次
位
の
大
臣
に
依
頼

し
た

(『

玉
葉』

承
安
四
年

(

一
一
七
四)

二
月
二
六
日
条
、
治
承
二
年
二
月
五
日
条)

。

(

10)
｢

摺
袴
送
二

源
大
納
言

(

俊

賢

)

御
許
一

、
息
左
少
将
顕
基
今
日
祭
使
也｣

(『

小
右
記』

寛
仁

三
年

(

一
〇
一
九)

四
月
二
二
日
条
、
賀
茂
祭)

、｢

近
衛
府
使
左
近
少
将
俊
家

(

藤
原)

、
依
二

春
宮
大
夫

(

藤
原
頼
宗)

消
息
一

、
調
二

送
�
人
十
二
人
下
襲
一

、
亦
遣
二

摺
袴
一｣

(『

同』

長
元
五
年

(

一
〇
三
二)

四
月
二
一
日
条
、
賀
茂
祭)

、｢

春
日
祭
使
大
殿

(

忠
実)

中
将

(

頼
長)

被
二

勤
仕
一

也
、

仍
早
旦
進
二
摺
袴
一
腰
一
了
、
是
依
レ
有
レ
仰
也｣

(『

中
右
記』

大
治
五
年

(

一
一
三
〇)

一
一
月
八
日
条
、
春
日
祭)

。

(

11)
藤
原
頼
長
や
九
条
兼
実
も
、
息
男
が
春
日
祭
使
を
務
め
た
際
、｢

送
二

摺
袴
一

人
々｣

を
列
記
し
て
い
る

(『

台
記
別
記』

仁
平
元
年

(

一
一
五
一)

一
一
月
一
五
日
条
、

『

玉
葉』

治
承
二
年
一
一
月
二
日
条)

。

(

12)

内
蔵
寮
の
御
服
調
進
に
関
し
て
も
、
内
蔵
頭
藤
原
宗
忠
は
邸
南
廊
に
御
服
所
を
修
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造
し
、｢

御
服
裁
縫
女
工｣

を
渡
し
て
い
る

(『

中
右
記』

承
徳
二
年
八
月
五
日
条)

。

(

13)
以
下
、
古
典
文
学
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

(

小
学
館)

お
よ
び
新
日
本
古
典
文
学
大
系

(

岩
波
書
店)

を
参
照
し
た
。

(

14)

赤
染
衛
門
も
縫
い
物
が
得
意
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
万
寿
三
年
に
息
挙
周
に
五
節
舞

姫
献
上
が
充
て
ら
れ
た
際
、
上
東
門
院
か
ら

｢

よ
う
と
お
も
ふ
も
の
な
が
ら

(

面
倒
な
こ
と
と
は
思
う
け
れ
ど
も)

、
人
に

ぬ
は
す
な｣

と
装
束
を
手
ず
か
ら
縫
う
よ
う
申
し
渡
さ
れ
た

(『

赤
染
衛
門
集』

。
解

釈
は
関
根
慶
子
ほ
か
著

『

赤
染
衛
門
集
全
釈』

風
間
書
房
、
一
九
八
六
年)

。
な
お

『

枕
草
子』

｢

ね
た
き
も
の｣
に
も
、
中
宮
定
子
の
女
房
が
仕
立
物
を
大
勢
で
縫
い
あ

げ
た
様
子
が
描
か
れ
、
衣
服
縫
製
が
女
房
の
仕
事
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
。

(

15)

伊
原
昭

『

文
学
に
み
る
日
本
の
色』

(

朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年)

、
服
藤
早
苗

『

平
安
朝

女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル』

(
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年)

。
平
安
時
代

の
貴
族
邸
に
お
い
て
女
性
が
染
色
に
従
事
し
た
件
は
、
伊
原
昭

『

王
朝
の
色
と
美』

第
二
章

｢

平
安
の
人
び
と
の
生
活
と
色｣

(

笠
間
書
院
、
一
九
九
九
年)

に
詳
し
い
。

(

16)

鳥
居
本
幸
代

『

平
安
朝
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化』

(
春
秋
社
、
二
〇
〇
三
年)

。
な

お
石
清
水
臨
時
祭
で
も

｢

舞
人
等
巻
纓
・
青
摺
之
袴｣

(『
後
二
条
師
通
記』

寛
治
七

年
三
月
五
日
条)

と
見
え
る
場
合
も
あ
る
。『

小
大
君
集』
解
釈
は
、
平
塚
ト
シ
子
ほ

か
著

『

小
大
君
集
全
釈』

(

翰
林
書
房
、
二
〇
〇
〇
年)

。

(

17)
｢

夏
間
蔵
人
方
恒
例
公
事
用
途
事

(

中
略)

賀
茂
祭
、
調
進
物
、(
中
略)

水
入
扇

四
十
枚
、
白
柄
扇
廿
四
枚｣

(『

葉
黄
記』

宝
治
元
年

(

一
二
四
七)

三
月
一
一
日
条)

と
同
じ
か
。

(

18)

藤
原
有
家
の
左
少
将
任
期
は
寛
治
二
年
一
二
月
〜
長
治
元
年

(

一
一
〇
四)
一
月
。

内
蔵
頭
源
は
源
政
長

(

任
期
は
、
寛
治
七
年
一
二
月
〜
永
長
二
年

(

一
〇
九
七)
閏

正
月)

か
。

(

19)

堀
口
悟

｢

斎
院
交
替
制
と
平
安
朝
後
期
文
芸
作
品
―

『

狭
衣
物
語』

を
中
心
と
し

て
―｣

(『

古
代
文
化』

三
一
巻
一
〇
号
、
一
九
七
九
年)

、
所
京
子

｢『

狭
衣
物
語』

に
み
え
る
斎
院
の
史
的
考
察｣

(『

斎
王
の
歴
史
と
文
学』

、
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇

年
。
初
発
表
は
一
九
八
一
年)

。

(

20)

宮
中
で
の
扇
調
進
は
四
月
一
日
孟
夏
旬

｢

進
扇｣

や
季
節
毎
、
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼

に
際
し
て
も
行
わ
れ
た
。
貴
族
邸
で
も
、
実
資
は
娘
・
千
古
の
着
裳
に
際
し
大
舎
人

頭
源
守
隆
に
扇
を
調
進
さ
せ
て
い
る

(『

小
右
記』

万
寿
元
年
一
二
月
一
三
日
条)

。

(

21)

こ
の
時
期
の
古
典
文
学
に
見
ら
れ
る

｢

蝙
蝠
扇｣

使
用
例
は
、
圷
美
奈
子

｢

献
上

の
扇
に
つ
い
て｣

(『

新
し
い
枕
草
子
論

主
題
・
手
法

そ
し
て
本
文』

、
新
典
社
、

二
〇
〇
四
年)

。
な
お
夏
扇
は
夏
だ
け
で
な
く
秋
に
も
用
い
ら
れ
た(『

た
ま
き
は
る』)

。

(

22)

平
安
時
代
の
扇
の
形
態
や
種
類
に
つ
い
て
は
、
中
村
清
兄

『

日
本
の
扇』

(

河
原
書

店
、
一
九
四
二
年)

、
同

『

扇
と
扇
絵』

(

河
原
書
店
、
一
九
六
九
年)

参
照
。

(

23)

平
安
時
代
の
扇
絵
に
つ
い
て
は
註

(

22)

両
書
、
お
よ
び
安
原
眞
琴

『『

扇
の
草
子』

の
研
究
―
遊
び
の
芸
文
―』

(

ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
三
年)

参
照
。

(

24)

平
安
時
代
の
絵
画
製
作
過
程
や
画
所
・
画
師
に
つ
い
て
は
、
家
永
三
郎

『

上
代
倭

絵
全
史』

(

高
桐
書
院
、
一
九
四
六
年
。
改
訂
版
は
墨
水
書
房
、
一
九
六
六
年)

、
秋

山
光
和

『

平
安
時
代
世
俗
画
の
研
究』

(

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
四
年)

、
宮
島
新
一

『

宮
廷
画
壇
史
の
研
究』

(

至
文
堂
、
一
九
九
六
年)

、
芳
之
内
圭

｢

平
安
時
代
の
画
所

に
つ
い
て
―
そ
の
基
礎
的
研
究
―｣

(『

日
本
歴
史』

六
五
九
号
、
二
〇
〇
三
年)

。

(

25)

芳
之
内
註

(

24)

論
文
。

(

26)

家
永
註

(

24)

書
。
同
氏
は

『

明
衡
往
来』

第
九
状

｢

絵
師｣

を

｢

公
務
を
奉
ず

る
吏
人
が
偶
然
画
技
を
習
得
し
て
絵
師
に
化
す
る
経
過
を
示
す
も
の｣

と
さ
れ
る
。

(

27)

な
お
扇
の
骨
に
つ
い
て
は
、『

新
猿
楽
記』

に

｢

三
郎
主
者
、
細
工
并
木
道
長
者
也
。

(

中
略)

鞍
骨
・
扇
骨
・
箙
・
大
刀
装
束
・
唐
笠
・
造
花
・
籘
巻
上
手
也｣

と
あ
っ
て
、

細
工
職
人
が
手
が
け
た
と
い
う
。

(

28)

吉
川
註

(

１)

前
掲
論
文
、
拙
稿
註

(

２)
｢

行
列
空
間
に
お
け
る
女
性｣

。

(

29)

松
本
政
春

｢

貴
族
官
人
の
騎
馬
と
乗
車｣

(『

日
本
歴
史』

五
一
五
号
、
一
九
九
一

年)

。

(
30)

行
列
中
の
乗
り
物
の
順
番
は
主
人
の
後
に
身
分
順
に
続
く
の
が
原
則
で
あ
る
た
め
、

内
侍
が
乗
車
す
る
と
斎
王
の
後
へ
と
移
動
す
る
。
し
か
し
斎
院
と
斎
院
に
仕
え
る
女

別
当
・
宣
旨
以
下
の
車
列
と
の
間
に
割
り
込
む
形
に
な
り
、
行
列
が
乱
れ
る
原
因
と

な
っ
て
い
た
。
長
和
五
年
四
月
二
〇
日
、
頼
通
か
ら
女
使
の
車
次
第
を
問
わ
れ
た
実

資
は

｢
新
案｣

と
し
て
斎
院
に
仕
え
る
女
房
の
後
ろ
に
内
侍
を
置
く
こ
と
を
提
案

(『

小
右
記』)
。
院
政
期
に
女
蔵
人
ま
で
乗
車
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
に
編

成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
の
ち
に
近
衛
使
ら
男
使
も
飾
車
を
率
い
る
よ
う
に
な
る
が
、

( ) 平安貴族社会の祭列をめぐる社会的関係について (野田)17



実
際
は
乗
ら
ず
騎
馬
し
た
た
め
、
行
列
の
順
序
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

(

31)
寛
弘
二
年
の
例
で
は
、
実
資
は
還
立
の
朝
、
典
侍
の
神
館
宿
所
に
食
事
も
届
け
て

い
る

(『
小
右
記』

二
一
日
条)

。
な
お
斎
宮
が
野
宮
に
入
る
場
合
も
典
侍
の
消
息
に

よ
り
車
を
遣
わ
し
た

(『

小
右
記』

長
和
二
年
九
月
二
七
日
条)

。

(

32)

女
使
と
出
車
の
配
列
は
、
斎
院
童
女
車
の
後
、
典
侍
車
・
出
車
五
両
、
命
婦
車
・

出
車
二
両
、
蔵
人
車
・
出
車
二
両

(『

山
槐
記』

応
保
元
年

(

一
一
六
一)

四
月
一
九

日
条
、
治
承
四
年
四
月
一
五
日
条
、『

民
経
記』

寛
喜
三
年

(

一
二
三
一)

四
月
一
七

日
条)

。

(

33)

た
と
え
ば
藤
原
実
資
は
中
宮
彰
子
内
裏
参
入
の
た
め
の
糸
毛
車
を
依
頼
さ
れ
た
際
、

斎
院
の
車
を
借
り
て
遣
わ
し
た

(『
小
右
記』

長
和
元
年
四
月
二
六
日
条)

。
拙
稿
註

(

２)
｢

行
列
空
間
に
お
け
る
女
性｣
註

(
14)

。
(

34)

以
上
は
祭
使
本
人
の
書
状
に
よ
る
依
頼
例
だ
が
、
寛
仁
二
年
四
月
二
一
日
道
長
・

頼
通
石
清
水
詣
で
は
頼
宗
が
前
駆
用
の
馬
を

｢
女
房
消
息｣

に
よ
り
実
資
に
依
頼
し

た

(『

小
右
記』)

。
な
お
祭
使
や
そ
の
他
の
従
事
者
が
用
い
る
馬
や
馬
具
は
、
上
皇
や

摂
関
以
下
の
公
卿
・
殿
上
人
が
貸
し
与
え
る
。
藤
原
道
長
は
寛
弘
八
年
四
月
一
八
日

賀
茂
祭
に
あ
た
り

｢

申
レ

馬
人
々｣

に
馬
を
貸
与
し
た

(『
御
堂
関
白
記』)

。
こ
の
場

合
、｢

検
非
違
使
宗
実

(

平

)

尓

給
レ

馬
。
件
男
院
近
習
也
、
仍
給
二

善
馬
一｣

(『

殿
暦』

天
永

三
年

(

一
一
一
二)

四
月
二
〇
日
条)

の
よ
う
に
借
手
の
属
性
が
馬
の
質
に
考
慮
さ

れ
た
。
摂
関
に
よ
る
馬
の
貸
借
に
つ
い
て
は
中
込
律
子

｢

摂
関
家
と
馬｣

(
服
藤
早
苗

編

『

王
朝
の
権
力
と
表
象
―
学
芸
の
文
化
史』

、
森
話
社
、
一
九
九
八
年)
。

(

35)

藤
原
教
通
は
、
ほ
か
に
春
日
祭
使
を
奉
仕
す
べ
き
者
が
い
な
い
た
め
、
寛
弘
四
年

一
〇
月
二
九
日
に
権
右
少
将
に
加
え
ら
れ
、
翌
月
八
日
に
春
日
祭
使
と
し
て
出
立
し

た

(『

権
記』)

。
ほ
か
に
も
藤
原
実
成
は
長
徳
四
年

(

九
九
八)

一
〇
月
二
三
日
右
中

将
と
な
り
一
一
月
四
日
春
日
祭
使
、
藤
原
資
房
は
治
安
三
年

(

一
〇
二
三)

二
月
二

九
日
右
少
将
と
な
り
四
月
一
六
日
賀
茂
祭
使
、
藤
原
宗
忠
は
永
保
三
年

(

一
〇
八
三)

二
月
一
日
右
少
将
と
な
り
四
月
一
六
日
賀
茂
祭
使
を
務
め
て
い
る
。
な
お
祭
使
は

｢

巡｣

に
基
づ
き
大
将
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
。

(

36)

荻
美
津
夫

｢

楽
所
の
変
遷
と
そ
の
活
動｣

(『

平
安
朝
音
楽
制
度
史』

、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
四
年)

。
な
お
童
舞
の
場
合
も
一
一
世
紀
に
な
る
と
自
邸
に
舞
師
を
召
し
て
練

習
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荻

｢

雅
楽
寮
と
楽
官
・
楽
人
の
系
譜｣

(

同
書)

、
服
藤

早
苗

｢

舞
う
童
た
ち
の
登
場
―
王
権
と
童
―｣

(『

平
安
王
朝
の
子
ど
も
た
ち
―
王
権

と
家
・
童
―』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。
初
出
は
一
九
九
八
年)

参
照
。

(

37)

荻

｢

衛
府
舞
人
・
楽
人
供
奉
の
宮
廷
儀
式
と
そ
の
変
遷｣

(

註

(

36)

書)

。

(

38)

荻
註

(

36)

論
文
。

(

39)

こ
れ
ら
舞
師
は

｢

大
師
左
近
将
監
光
末

(

狛
光
季)

、
例
禄
五
十
疋
・

被
物
二
重
、

小
師
左
近
府
生
末
定

(

狛
季
貞)

、

例
禄
卅
疋
・

被
物
一
重
、

童
小
師
比
古
丸
、
例
禄
卅
疋
・

被
物
一
重
、｣

の
ご
と
く
禄
を
賜
わ
っ
た
。
な
お
舞
師
は
五
節

舞
姫
参
入
に
際
し
て
も
貴
族
邸
に
迎
え
ら
れ
て
指
導
し
、
禄
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

(

40)

宗
忠
の

｢

一
家｣

の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
鷲
見
等
曜

｢

平
安
時
代
末
期
貴
族
の

｢

家｣｣
(『

岐
阜
経
済
大
学
論
集』

一
八
巻
三
・
四
号
、
一
九
八
四
年)

参
照
。

(

41)

一
一
日

(

殿
上
童
源
雅
定
、
蔵
人
少
将
源
顕
国)

、
一
四
日

(

兵
衛
佐
源
能
明
、
新

少
将
源
家
定)

、
一
六
日

(

左
馬
頭
源
師
隆)

、
二
一
日

(

四
位
後
少
将
源
師
時)

。

(

42)

鷲
見
註

(

40)

論
文
、
服
藤
早
苗

｢

摂
関
期
に
お
け
る

｢

氏｣

・

｢

家｣

―

｢

小

右
記｣

に
み
ら
れ
る
実
資
を
中
心
に
―｣

(『

家
成
立
史
の
研
究
―
祖
先
祭
祀
・
女
・

子
ど
も』

、
校
倉
書
房
、
一
九
九
一
年
。
初
発
表
は
一
九
八
七
年)

。

(

43)

拙
稿
註

(

２)
｢

平
安
貴
族
社
会
の
行
列
―
慶
賀
行
列
を
中
心
に
―｣

。

(

44)

拙
稿
註

(

２)
｢

行
列
空
間
に
お
け
る
見
物｣

。

(

45)
『

明
衡
往
来』

第
一
〇
状
も
産
穢
に
よ
り
蟄
居
中
の
大
蔵
卿
へ
参
議
伴
が
稲
荷
祭
見

物
の
模
様
を
報
告
し
、
大
蔵
卿
は
返
状
で
去
年
の
稲
荷
祭
見
物
の
様
子
を
伝
え
る
。

(

46)

三
橋
註

(

６)

論
文
。

(

47)
｢

大
夫
の
君｣

は
藤
原
朝
光
の
男
の
う
ち
相
中
・
相
経
・
相
任
の
い
ず
れ
か

(

石
井

文
夫
ほ
か
著

『

大
斎
院
前
の
御
集
注
釈』

貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇
〇
二
年)

。

(
48)

拙
稿
註

(

２)
｢

行
列
空
間
に
お
け
る
見
物｣

。

(
49)

註

(

４)
『

雲
州
往
来

享
禄
本
研
究
と
総
索
引』

。

(

50)
な
お
古
往
来
は
従
来
お
も
に
国
語
国
文
学
お
よ
び
教
育
史
の
方
面
で
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
た
が
、
最
近
史
学
分
野
で
の
研
究
も
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
た
と
え
ば
書
状

と
し
て
の
研
究
に
、
古
瀬
奈
津
子

｢

日
本
古
代
に
お
け
る
書
状
の
社
会
的
機
能
に
関

す
る
研
究｣

(
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

(

Ｃ)

、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六
年
度)

な
ど
が
あ
る
。
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